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今
日
か
ら
で
き
る　

認 

知 

症 

予 

防

〜
だ
れ
で
も
な
り
う
る
認
知
症　

あ
な
た
に
も
で
き
る
予
防
法
〜

　

平
成
21
年
の
6
月
に
行
っ
た
住
民
意
識
調
査
で
は
「
高
齢
期
の
生
活
の
不
安
は
な
ん
で
す
か
」
の
問
い
に
「
認
知
症
に
な
る
こ
と
」

と
答
え
た
人
が
44
・
3
㌫
で
、
一
番
の
不
安
と
な
っ
て
い
ま
す
。
市
で
は
今
年
度
か
ら
認
知
症
予
防
に
力
を
入
れ
て
取
り
組
み
ま
す
。

生
活
習
慣
に
気
を
付
け
る
こ
と
や
脳
を
鍛
え
る
こ
と
が
、
な
ぜ
認
知
症
予
防
に
効
果
的
な
の
か
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

認
知
症

　

脳
は
私
た
ち
の
あ
ら
ゆ
る
活
動
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
司
令
塔
で

す
。
そ
れ
が
う
ま
く
働
か
な
け
れ
ば
、

精
神
活
動
も
身
体
活
動
も
ス
ム
ー
ズ

に
い
き
ま
せ
ん
。
「
認
知
症
」
と
は
、

い
ろ
い
ろ
な
原
因
で
脳
の
細
胞
が
死

ん
で
し
ま
っ
た
り
、
働
き
が
悪
く

な
っ
た
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
障
害
が

起
こ
り
、
生
活
す
る
上
で
支
障
が
出

て
い
る
状
態
を
言
い
ま
す
。

　

認
知
症
を
引
き
起
こ
す
病
気
の
う

ち
一
般
的
な
も
の
は
、
脳
の
細
胞
が

ゆ
っ
く
り
死
ん
で
い
く
「
変
性
疾

患
」
と
呼
ば
れ
る
病
気
で
、
ア
ル
ツ

ハ
イ
マ
ー
病
な
ど
が
こ
れ
に
あ
た
り

ま
す
。
次
に
多
い
も
の
は
脳
梗こ
う
そ
く塞
、

脳
出
血
な
ど
の
た
め
に
、
脳
の
細

　認知症を完治することは難しいですが、予防することはできます。生活
習慣に気を付けたり、脳を鍛えることが認知症予防になぜ効果的なのかを
学び、毎日続けられるこつを分かりやすく伝えます。
日時　11月13日㈮　午後1時30分～ 3時
場所　保健福祉センター
対象　市内在住・在勤　50人（申し込み順）
講師　東京都健康長寿医療センター研究所自立促進と介護予防研究チーム
客員研究員　宇良千秋さん
参加費　無料
■申・■問　高齢者福祉課高齢者支援班☎（497）3484へ

　日ごろの生活の中で取り入れられる「ウオーキング」「パソコン」を活
用し、効果的な方法で地域の皆さんと一緒に認知症予防のトレーニングを
行います。日常生活の中で誰にでも習慣化できる方法を4カ月の講座を通
して楽しく学べます。
日程　12月3日㈭から3月25日㈭の毎週木曜日（全16回）
場所　西白井複合センター保健室
対象　認知症予防講演会に参加できる市内在住65歳以上　各コース８人
（申し込み順）
実施コース・時間　●みんなで健康ウオーキング（ウオーキングの記録を
付けたり、報告したり、自分たちで魅力あるウオーキングコースを作りま
す）・午前10時～ 11時30分　
●みんなでパソコン　ミニコミ誌つくり（パソコンの操作を覚えてミニコ
ミ誌を作ります）・午後1時30分～ 3時
※パソコンを持参してください。
参加費　無料
※申込者は11月26日㈭午前中に行う事前説明会に参加してください。
■申・■問　高齢者福祉課高齢者支援班☎（497）3484へ

　認知症予防講演会に参加し、得た知識を市民に広めてもらうサポーター
となるための講座です。自分の知識を広めたい人、サポーターを目指した
い人にとって、楽しく、ためになります。養成講座を受講後、脳の健康ぐっ
とアップ講座のサポーターとして協力してくれる人を募集します。
日時　11月19日㈭・20日㈮（全2回）　午前10時～正午
場所　保健福祉センター
対象　認知症予防講演会に参加でき、養成講座に2日間出席できる人　6人
（応募者多数の場合は抽選）
内容　●認知症予防プログラムの特徴とは～知って得する認知症予防～
●認知症予防プログラム「ウオーキング」「パソコン」の特徴と実際に教
室の運営方法を学ぼう　●ぐっとアップサポーターの役割を学ぼう（サ
ポーターの資質、心得など）
参加費　無料
■申・■問　11月16日㈪までに高齢者福祉課高齢者支援班☎（497）3484へ

脳の健康ぐっとアップ講座

胞
に
栄
養
や
酸
素
が
い
か
な
く
な
り
、

そ
の
部
分
の
細
胞
が
死
ん
だ
り
、
働

き
が
悪
く
な
る
も
の
で
脳
血
管
性
認

知
症
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

認
知
症
の
症
状

　

脳
の
細
胞
が
壊
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
直
接
起
こ
る
症
状
を
「
中
核
症

状
」
と
い
い
、
例
え
ば
「
記
憶
障
害
、

見
当
識
障
害
（
場
所
が
わ
か
ら
な
い
、

人
が
わ
か
ら
な
い
な
ど
）
」
「
理
解
・

判
断
力
の
低
下
（
考
え
る
ス
ピ
ー
ド

が
遅
く
な
る
）
」
「
実
行
機
能
の
低

下
（
日
常
生
活
に
必
要
な
作
業
が
こ

な
せ
な
く
な
る
）
」
な
ど
の
症
状
が

あ
り
ま
す
。

　

本
人
の
性
格
、
環
境
、
人
間
関
係

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
絡
み
合
っ

て
現
れ
る
症
状
を
「
周
辺
症
状
」
と

い
い
、
う
つ
状
態
や
妄
想
の
よ
う
な

精
神
症
状
、
妄
想
、
幻
覚
、
人
格
変

化
、
徘は
い
か
い徊
、
異
食
行
動
な
ど
の
日
常

生
活
へ
の
適
応
が
困
難
に
な
る
問
題

が
起
こ
っ
て
き
ま
す
。
自
信
を
失
い
、

全
て
が
面
倒
に
な
る
、
身
の
回
り
の

こ
と
が
で
き
な
く
な
る
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
症
状
が
あ
り
ま
す
。

　

老
化
に
よ
る
「
も
の
忘
れ
」
と
認

知
症
に
よ
る
「
記
憶
障
害
」
の
違
い

は
「
朝
ご
は
ん
を
食
べ
た
事
」
を
例

に
挙
げ
て
み
る
と
、
朝
ご
は
ん
に
何

を
食
べ
た
か
す
ぐ
に
思
い
出
せ
な
い

の
が
、
老
化
に
よ
る
「
も
の
忘
れ
」

で
す
。
朝
ご
は
ん
を
食
べ
た
こ
と
自

体
を
忘
れ
て
い
る
と
い
っ
た
体
験
そ

の
も
の
を
忘
れ
る
こ
と
が
認
知
症
に

よ
る
「
記
憶
障
害
」
と
い
わ
れ
ま
す
。

　

毎
日
の
生
活
の
中
で
認
知
症
は
予

防
で
き
ま
す
。
市
が
行
う
講
演
会
や

講
座
を
き
っ
か
け
に
、
今
か
ら
予
防

に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

問　

高
齢
者
福
祉
課
高
齢
者
支
援
班

☎
（
4
9
7
）
3
4
8
4

脳  の  3  つ  の  機  能  を  鍛  え  ま  し  ょ  う
●エピソード記憶（体験したことを記憶して後から思い出す機能）
※2日前の日記を書く、レシートを見ずに買った物を思い出しながら、
家計簿を付けるなど。
●注意分割機能（2つ以上の作業を同時に行うとき適切に注意を配る機能）
※2つ以上の料理を同時に作る、相手の表情などに気を配りながら、話
をするなど。
●計画力（新しいことをする時に段取りを考えて実行する能力）
※電話番号を調べて電話をかける、1週間の献立を計画するなど。

  規則正しい生活をしましょう  
●生活　早寝早起きをして規則正しい
生活をすることは脳機能低下を防ぎ活
発に保てます。
●運動　有酸素運動を習慣的に取り入
れることで、脳を活発にします（ウオー
キング、水泳など）。
●食事　1日3回規則正しい食事を取り
ましょう。野菜、果物にはβカロチン、
ビタミンE、ビタミンCが含まれ、老化
などを防ぎます。青魚にはDHA、EPA
が含まれ、血行を良くします。

    人 と の つ な が り を
　　　    も ち ま し ょ う
●人と会っ
て話をする
ことは、脳
のさまざま
な機能を刺
激するので、
とても効果があります。
●いろいろな活動に参加し、
多くの人との交流を大切にし
ましょう。

老人クラブで開催したなるほど行政講座（目指せ！活き活き健康ライフ）

認知症
は
防げる

認知症予防講演会 ～認知症に強いまちをつくろう～

あ な た も 認 知 症 予 防 の 支 援 者 に
脳の健康ぐっとアップサポーター（支援者）養成講座

脳を活性化する

習慣を見直す コミュニケーションをとる

毎日の生活で認知症予防を



お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

長期財政推計

　

平
成
22
年
度
か
ら
31
年
度
ま
で
の

10
カ
年
の
財
政
推
計
は
下
表
の
と
お

り
で
す
。
こ
の
推
計
は
第
4
次
総
合

計
画
の
後
期
基
本
計
画
の
策
定
や
、

平
成
22
年
度
以
降
の
予
算
編
成
な
ど

の
参
考
資
料
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

　

下
表
の
長
期
財
政
推
計
は
現
時
点

の
デ
ー
タ
・
制
度
な
ど
に
基
づ
く
推

計
の
た
め
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
報
道
さ

れ
て
い
る
子
ど
も
手
当
や
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
の
廃
止
な
ど
は
見
込
ん

で
お
ら
ず
、
将
来
の
普
通
建
設
事
業

も
す
べ
て
は
見
込
ん
で
い
ま
せ
ん
。

　

今
後
、
国
の
動
向
や
社
会
環
境
の

変
化
な
ど
状
況
に
応
じ
て
修
正
し
ま

す
。今

後
の
見
通
し

　

歳
入
は
主
に
団
塊
世
代
の
退
職
な

ど
の
影
響
に
よ
り
市
税
が
減
収
し
、

歳
出
は
児
童
、
高
齢
者
な
ど
対
象
者

の
増
加
に
よ
る
扶
助
費
の
増
加
や
、

公
共
施
設
の
老
朽
化
に
伴
う
修
繕
費

な
ど
の
増
加
に
よ
り
、
毎
年
約
4
億

円
か
ら
7
億
円
不
足
し
、
10
年
間
で

約
58
億
円
不
足
す
る
見
込
み
で
す
。

市
の
貯
金
で
あ
る
基
金
（
財
政
調
整

基
金
）
が
約
20
億
円
あ
り
、
す
ぐ
に

財
政
破
た
ん
は
し
ま
せ
ん
が
、
基
金

の
取
り
崩
し
を
行
い
続
け
た
場
合
、

基
金
は
約
3
年
か
ら
5
年
で
底
を
つ

い
て
し
ま
い
ま
す
。

　

今
後
、
財
政
健
全
化
計
画
（
歳
入

の
確
保
、
歳
出
の
抑
制
）
や
行
財
政

改
革
に
基
づ
く
経
費
の
削
減
や
自
主

財
源
の
確
保
に
努
め
て
い
く
と
と
も

に
、
事
業
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ビ

ル
ド
を
徹
底
し
、
基
金
の
取
り
崩
し

を
抑
制
し
て
い
き
ま
す
。

問　

財
政
課
財
政
班　

内
線
3
3
3

1
・
2

　

市
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
は
人
口
の
急
激
な
増
加
や
経
済
状
況
の
悪
化
な
ど
、
年
々
変
化
し
て
い
ま
す
。
こ
の

変
化
に
対
応
し
つ
つ
長
期
に
わ
た
る
計
画
的
な
市
政
を
運
営
す
る
た
め
、
平
成
22
年
度
か
ら
平
成
31
年
度
に
わ
た

る
10
カ
年
の
財
政
推
計
を
作
成
し
ま
し
た
。

10
カ
年
の
長
期
財
政
推
計
を　

　
　
　
　
　
　
　
　

公
表
し
ま
す

【市税】
市民税（個人）　平成21年度の決算見込額を基に20歳以上の人
口の伸び率を見込み推計しました
固定資産税（家屋）　平成21年度当初調定額を基に世帯数の伸
び率を見込み推計しました（評価替えを行う平成24・27・30
年度は減額を見込み推計しました）
【地方交付税】
普通交付税　平成21年度の交付確定額を基に市税の減少分を
見込み推計しました
【国庫支出金】
児童福祉費負担金および教育費補助金　平成21年度予算額を
基に15歳未満人口の伸び率を見込み推計しました
【地方債】
臨時財政対策債・水道事業出資債　平成21年度の借入見込額
を基に推計しました
【人件費】
　平成21年4月1日現在の職員数431人を基に平成22年度以降は
定員管理計画により推計しました
【扶助費】
児童福祉費　平成21年度予算額を基に15歳未満人口の伸び率
を見込み推計しました
生活保護費　平成21年度予算額を基に生活保護世帯数の伸び
率を見込み推計しました
【公債費】
過去の借り入れ分　予定している償還額です
新規の借り入れ分（臨時財政対策債・水道事業出資債）平成
21年度借入見込額を基に推計しました

地方交付税　法人税やたばこ税など
の国税5税を一定の配分により、国
が市町村へ交付する金で、普通交付
税と特別交付税があります
地方債　主に施設などの建設の際に
事業費の一部に充てるための借入金
です
臨時財政対策債　地方交付税の不足
分を補うために特別に認められる借
入金です
扶助費　児童や高齢者などを援助す
るための経費です
公債費　市の借入金返済のための経
費です

■歳入
科目 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度

市税 90億3,500万円 88億600万円 87億5,600万円 87億4,200万円 86億6,500万円 86億4,800万円 86億3,000万円
地方交付税 4億6,800万円 5億500万円 5億7,200万円 4億8,700万円 5億3,900万円 5億4,900万円 5億5,800万円
国県支出金 30億4,700万円 28億8,400万円 14億6,400万円 14億4,700万円 14億5,000万円 14億8,400万円 14億5,800万円
地方債 13億400万円 15億円 7億2,600万円 7億2,600万円 7億2,600万円 7億2,600万円 7億2,600万円
その他 45億2,500万円 41億3,400万円 22億300万円 21億8,200万円 21億7,200万円 21億4,800万円 20億8,500万円
歳入合計 183億7,900万円 178億2,900万円 137億2,100万円 135億8,400万円 135億5,200万円 135億5,500万円 134億5,700万円

■歳出
科目 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度

人件費 31億1,800万円 32億9,500万円 35億4,100万円 35億2,800万円 35億8,700万円 35億400万円 34億7,300万円
扶助費 19億7,400万円 21億7,400万円 22億6,600万円 23億4,700万円 24億1,700万円 24億9,600万円 25億7,900万円
公債費 16億7,700万円 21億3,200万円 15億1,600万円 14億2,000万円 14億8,200万円 15億5,100万円 13億2,600万円
その他 99億8,300万円 100億500万円 67億6,800万円 67億5,700万円 67億6,000万円 66億8,500万円 66億9,600万円
歳出合計 167億5,200万円 176億600万円 140億9,100万円 140億5,200万円 142億4,600万円 142億3,600万円 140億7,400万円

歳入歳出差引額 16億2,700万円 2億2,300万円 ▲3億7,000万円 ▲4億6,800万円 ▲6億9,400万円 ▲6億8,100万円 ▲6億1,700万円

■歳入
科目 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成22年度-平成31年度合計

市税 85億4,900万円 85億2,100万円 84億9,200万円 84億100万円 83億7,400万円 857億7,800万円
地方交付税 6億2,100万円 6億3,100万円 6億4,500万円 7億700万円 7億1,600万円 60億2,500万円
国県支出金 14億6,800万円 14億8,500万円 14億8,700万円 14億7,400万円 14億9,100万円 147億800万円
地方債 7億2,600万円 7億2,600万円 7億2,600万円 7億2,600万円 7億2,600万円 72億6,000万円
その他 20億8,100万円 20億6,300万円 20億6,000万円 20億4,700万円 20億3,800万円 210億7,900万円
歳入合計 134億4,500万円 134億2,600万円 134億1,000万円 133億5,500万円 133億4,500万円 1,348億5,000万円

■歳出
科目 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成22年度-平成31年度合計

人件費 34億5,400万円 34億900万円 33億1,800万円 31億2,700万円 29億9,000万円 339億3,100万円
扶助費 26億7,500万円 27億5,100万円 28億3,500万円 29億2,200万円 30億1,500万円 263億300万円
公債費 11億7,300万円 11億9,600万円 12億900万円 12億2,500万円 11億9,000万円 132億8,800万円
その他 66億8,900万円 66億8,500万円 66億8,100万円 66億7,000万円 66億9,200万円 670億8,300万円
歳出合計 139億9,100万円 140億4,100万円 140億4,300万円 139億4,400万円 138億8,700万円 1,406億500万円

歳入歳出差引額 ▲5億4,600万円 ▲6億1,500万円 ▲6億3,300万円 ▲5億8,900万円 ▲5億4,200万円 ▲57億5,500万円
※平成20年度は決算額、平成21年度は決算見込み額、平成22年度以降は推計額です。

推計における考え方

用語説明

　推計における考え方の主要部分を抜粋しています。
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お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

ホーマック
３階駐車場

　ふるさとまつり開催の2日間は来場者の安全確保のため、
白井消防署脇から市役所裏側の図書館駐車場入り口までを
午前9時から午後4時まで車両通行止めにしますので、協力
をお願いします。

交通規制にご協力を

2009.10.153

ふ
る
さ
と
ま
つ
り

〜
自
ら
の
手
で
守
ろ
う
、　

　
　
　
　
　
　

 
　
　
　
　

ふ
る
さ
と
白
井
の
自
然
と
環
境
〜

　

毎
年
、
大
勢
の
皆
さ
ん
で
に
ぎ
わ

う
恒
例
の
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
。
今
年

も
24
日
㈯
・
25
日
㈰
午
前
9
時
30
分

か
ら
午
後
3
時
ま
で
、
市
役
所
駐
車

場
を
中
心
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
ま
つ
り
で
は
採
れ
た
て

野
菜
の
直
売
や
日
用
雑
貨
の
バ
ザ
ー
、

舞
台
で
の
歌
謡
シ
ョ
ー
、
子
ど
も
た

ち
に
人
気
の
ミ
ニ
電
車
、
ふ
わ
ふ
わ

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
な
ど
楽
し
い
催
し
物

を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

●
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

　

24
日
㈯
午
前
9
時
30
分
か
ら
正
面

ゲ
ー
ト
で
セ
レ
モ
ニ
ー
を
行
い
ま
す
。

県
立
白
井
高
等
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ

る
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
が
響
き
ま
す
。

●
各
種
バ
ザ
ー

　

商
工
会
、
農
業
研
究
会
、
各
種
団

体
が
模
擬
店
を
出
店
し
、
焼
き
鳥
や

焼
き
そ
ば
な
ど
の
食
べ
物
や
地
元
で

採
れ
た
新
鮮
野
菜
な
ど
の
販
売
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
市
の
友
好
都
市
で

あ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
ピ
市
特
産
の
チ
ー

ズ
の
紹
介
も
し
ま
す（
24
日
㈯
の
み
）。

●
行
政
Ｐ
Ｒ

　

行
政
に
関
連
す
る
各
種
の
相
談
や

Ｐ
Ｒ
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

両
日
開
催　

消
費
生
活
展
、
ふ
る
さ

と
産
品
P
R
、
環
境
リ
サ
イ
ク
ル

コ
ー
ナ
ー
、
交
通
安
全
コ
ー
ナ
ー
、

年
金
相
談
、
介
護
・
健
康
相
談
、
血

圧
測
定
な
ど

24
日
㈯
の
み　

献
血
、
人
権
啓
発
、

下
水
道
水
洗
化
啓
発
、
住
宅
耐
震
相

談
会
、
日
赤
奉
仕
団
の
非
常
防
災
食

の
配
布
な
ど

25
日
㈰
の
み　

母
子
保
健
推
進
員
に

よ
る
手
作
り
お
も
ち
ゃ
、
地
上
デ
ジ

タ
ル
放
送
Ｐ
Ｒ
な
ど

●
米
ま
つ
り

両
日
開
催　

も
ち
つ
き
の
実
演
、
つ

き
た
て
も
ち
・
牛
乳
の
無
料
配
布

24
日
㈯
の
み　

五
目
お
こ
わ
の
無
料

配
布

25
日
㈰
の
み　

太
巻
ず
し
の
試
食
、

豚
汁
の
無
料
配
布

●
舞
台

　

右
下
表
の
と
お
り
、
ふ
る
さ
と
歌

手
の
歌
謡
シ
ョ
ー
や
太
鼓
の
演
奏
、

柏
レ
イ
ソ
ル
に
よ
る
抽
選
会
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
催
し
を
行
い
ま
す
。

●
消
防
体
験
コ
ー
ナ
ー

　

は
し
ご
車
の
搭
乗
や
水
消
火
器
に

よ
る
模
擬
消
火
体
験
な
ど
を
白
井
・

西
白
井
消
防
署
の
協
力
で
行
い
ま
す
。

●
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー

　

日
用
品
、
衣
類
、
家
具
な
ど
の
販

売
を
行
い
ま
す
。

●
ミ
ニ
チ
ュ
ア
ポ
ニ
ー
試
乗
体
験

コ
ー
ナ
ー

　

J
R
A
競
馬
学
校
の
協
力
で
ミ
ニ

チ
ュ
ア
ポ
ニ
ー
や
て
い
鉄
投
げ
ゲ
ー

ム
、
競
馬
学
校
の
紹
介
な
ど
を
行
い

ま
す
。

※
ミ
ニ
チ
ュ
ア
ポ
ニ
ー
は
人
数
と
年

齢
な
ど
の
制
限
が
あ
り
ま
す
。

●
野
だ
て

　

お
い
し
い
茶
と
菓
子
を
味
わ
え
ま

す
。

【
自
ら
の
手
で
守
ろ
う
、
ふ
る
さ
と

白
井
の
自
然
と
環
境
】

　

今
年
の
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
の
テ
ー

マ
は
「
自
ら
の
手
で
守
ろ
う
、
ふ
る

さ
と
白
井
の
自
然
と
環
境
」
で
す
。

マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
参
し
レ
ジ
袋
を
減

ら
す
、
ゴ
ミ
を
分
別
し
て
捨
て
る
な

ど
、
一
人
一
人
の
取
り
組
み
が
白
井

の
自
然
と
環
境
を
守
る
こ
と
に
つ
な

が
り
ま
す
。
買
い
物
を
す
る
と
き
は

マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
参
し
ま
し
ょ
う
。

　

当
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
詳
細
は

市
役
所
な
ど
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

問　

ふ
る
さ
と
ま
つ
り
実
行
委
員
会

事
務
局
（
商
工
会
内
）
☎
（
4
9
2
）

0
7
2
1
・
市
商
工
振
興
課
商
工
振

興
班　

内
線
3
2
4
1

固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員

　

平
成
21
年
第
3
回
定
例
市
議
会
で
、

小
林
正
直
さ
ん
が
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
委
員
に
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
は
固

定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
た
価

格
に
関
す
る
不
服
に
つ
い
て
、
中
立

的
・
専
門
的
立
場
か
ら
不
服
の
内
容

を
審
査
・
決
定
す
る
執
行
機
関
で
す
。

　

現
在
の
委
員
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。　

　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

良
永
和
隆
、
小
林
正
直
、
押
田
剛

問　

収
税
課
収
税
班　

内
線
3
1
2

5

　しろい安心・安全メール
を利用できる携帯電話会社
に「WILLCOM」「EMOBILE」
の2社が新しく加わりました。
　現在利用できる携帯電話
会社は次の5社です。
●DOCOMO
●AU
●SOFTBANK
●WILLCOM
●EMOBILE
■問　企画政策課情報管理班
内線3358

利用できる
携帯電話会社が
増えました

　

防
犯
や
生
活
安
全
な
ど
に
関
す
る

情
報
は
市
民
と
市
が
共
有
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
こ
の
た
め
市
で
は
、

パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
に
E
メ
ー
ル

で
防
犯
情
報
な
ど
を
す
ば
や
く
確
実

に
お
知
ら
せ
す
る
「
し
ろ
い
安
全
・

安
心
メ
ー
ル
」
を
配
信
し
て
い
ま
す
。

配
信
し
て
い
る
情
報
は
災
害
・
不
審

者
・
犯
罪
発
生
・
交
通
安
全
・
イ
ベ

ン
ト
情
報
、
市
か
ら
の
お
知
ら
せ
で

す
。
配
信
を
希
望
す
る
場
合
は
登
録

が
必
要
で
す
の
で
、
次
の
登
録
用

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
か
ら
登
録

を
し
て
く
だ
さ
い
。
パ
ソ
コ
ン
と
携

帯
電
話
で
は
登
録
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ア
ド
レ
ス
が
違
い
ま
す
の
で
、
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。
登
録
料
は
無
料
で

す
が
、
登
録
や
配
信
に
要
す
る
通
信

料
が
掛
か
り
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
か
ら
の
登
録　

  h
ttp

ｓ
://w

w
w
.e
-m
ach
in
av
i.

携帯電話 
登録用 

ホームページ 
QRコード

しろい 

安全・安心

メール

jp
/
c
it
y
_
s
h
ir
o
i_
p
/

tou
rok
u
.aspx

へ

※
一
部
対
応
し
な
い
パ
ソ
コ
ン
の
O

S
が
あ
り
ま
す
。

携
帯
電
話
か
ら
の
登
録　

右
枠

の
Q
R
コ
ー
ド
ま
た
は

  h
ttp

ｓ
://w

w
w
.e
-m
ach
in
av
i.

jp
/city

_sh
iro
i_m
/re
g
ist.

aspx

へ

問　

企
画
政
策
課
情
報
管
理
班　

内

線
3
3
5
8

24日

時間帯 演題 出演者

9:50 ～ 10:20 江戸囃子 神若囃子

10:25 ～ 10:55 ヒップホップダンス HIPHOPサークルbeat@HNK

11:00 ～ 11:30 歌謡ライブ 鈴木ミチ

11:35 ～ 12:05 ゆかた踊り、葉菜唄ほか 明るい社会づくり白井市推進委員会

12:10 ～ 12:40 ふるさと歌手 大杉一男

12:45 ～ 13:15 和太鼓演奏 太鼓衆響

13:20 ～ 13:50 ふるさと歌手 石田俊雄

13:55 ～ 14:25 ふるさとの風（日舞） 兼坂輝和嘉会

14:30 ～ 15:00 ふるさと歌手 高城靖雄

25日

時間帯 演題 出演者

9:50 ～ 10:20 児童合唱 白井少年少女合唱団

10:25 ～ 10:55 ソーラン踊り 白井ソーラン踊り

11:00 ～ 11:30 舞踊 白井市芸能振興会

11:35 ～ 12:05 ソーラン踊り ひまわり連

12:10 ～ 12:40 ふなばしばか面おどり ふなばしばか面おどり新高根愛好会

12:45 ～ 13:05 南米ダンス 白井国際交流協会

13:10 ～ 13:50 抽選会、トークショー 柏レイソル

13:55 ～ 14:25 ヒップホップダンス studio jammin

14:30 ～ 15:00 和太鼓演奏 太鼓衆一和鼓

　国の行政全般についての手続きやサービスについて困っ
ていることや意見・要望を行政相談委員が受け、必要なあっ
せんを行います。
【行政相談】
　市では定期的に行政相談を開催しています。相談は無料
です。気軽にご相談ください。
日時　毎月第2木曜日（8月を除く）午前10時～午後3時
場所　市役所（偶数月）、各センター巡回（奇数月）
※相談日の日程は毎月1日号に掲載する最終面の広報カレ
ンダーを参照してください。
行政相談委員（敬称略）
原田敏子、中村淑子
■問　市民課戸籍班　内線3144

　 行 政 相 談 週 間　
19日 ㈪ ～ 25日 ㈰



Q　

昨
年
の
夏
に
購
入
し
、
2
回
着

用
し
た
サ
マ
ー
セ
ー
タ
ー
を
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
に
出
し
、
引
き
取
っ
て
か
ら

冬
の
間
は
そ
の
ま
ま
し
ま
っ
て
お
い

た
。
今
年
も
夏
が
来
た
の
で
そ
の
サ

マ
ー
セ
ー
タ
ー
を
着
よ
う
と
出
し
た

と
こ
ろ
、
袖
の
部
分
に
染
み
が
あ
っ

た
。
こ
の
染
み
は
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に

出
す
前
に
は
な
か
っ
た
は
ず
な
の
で
、

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
に
責
任
を
取
っ
て

も
ら
え
る
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
（
20
代
・
女
性
会
社
員
）

A　

S
マ
ー
ク
や
L
D
マ
ー
ク
を
掲

示
し
て
い
る
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
で
は

「
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
事
故
賠
償
基
準
」

に
よ
っ
て
賠
償
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
し
て
か

ら
時
間
が
経
っ
て
い
る
場
合
、
そ
の

期
間
が
ど
の
く
ら
い
で
あ
る
か
が
問

題
に
な
り
ま
す
が
、
賠
償
基
準
で
は

消
費
者
が
洗
濯
物
を
受
け
取
っ
た
後

6
カ
月
を
過
ぎ
る
と
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

店
は
賠
償
を
免
れ
る
と
規
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
後

6
カ
月
以
上
経
過
す
る
と
事
故
原
因

の
解
明
が
困
難
に
な
る
と
考
え
ら
れ

て
い
る
か
ら
で
す
。
消
費
者
が
取
り

に
来
な
い
場
合
で
は
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

店
が
依
頼
を
受
け
、
洗
濯
物
を
受
け

取
っ
た
日
か
ら
1
年
を
経
過
し
た
場

合
も
同
様
に
免
れ
ま
す
。

　

事
例
の
場
合
、
6
カ
月
以
上
経
過

し
て
い
る
の
で
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
に

賠
償
請
求
す
る
の
は
難
し
い
で
す
。

　

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
ト
ラ
ブ
ル
は

「
変
色
し
た
」「
縮
ん
だ
」「
紛
失
し

た
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
原
因
は
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

に
よ
る
も
の
だ
け
で
な
く
、
メ
ー

カ
ー
や
販
売
店
、
消
費
者
の
取
り
扱

い
方
に
問
題
が
あ
る
場
合
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
ト

ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
に
は
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
に
出
す
と
き
と
受
け
取
る
と
き

に
「
染
み
」「
汚
れ
」「
穴
あ
き
」「
付

属
品
の
チ
ェ
ッ
ク
」
な
ど
互
い
に
確

認
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
品
を
受
け
取
っ
た
後
は
入
っ

て
い
た
ビ
ニ
ー
ル
袋
で
は
な
く
、
通

気
性
の
あ
る
不ふ
し
ょ
く
ふ
織
布
製
の
カ
バ
ー
に

替
え
る
な
ど
し
て
保
管
に
も
気
を
付

け
ま
し
ょ
う
。

問　

消
費
生
活
相
談
室　

内
線
3
2

9
4
（
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日　

午

前
10
時
〜
午
後
4
時　

市
役
所
2
階

相
談
室
）

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
か
ら
返
っ
て
き
た
ら
シ
ミ
が

123

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー
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市
で
は
第
4
次
総
合
計
画
の
将
来

像
「
市
民
と
築
く
安
心
で
健
康
な
ま

ち
し
ろ
い
」
を
実
現
す
る
た
め
、
平

成
18
年
度
か
ら
22
年
度
ま
で
を
計
画

期
間
と
す
る
前
期
基
本
計
画
を
作
成

し
、
年
度
ご
と
の
具
体
的
な
取
り
組

み
を
定
め
る
実
施
計
画
を
基
に
、
計

画
的
な
行
政
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

総
合
計
画
と
は

　

総
合
計
画
は
市
が
総
合
的
・
計
画

的
に
行
政
運
営
を
進
め
て
い
く
上
で

長
期
的
な
基
本
指
針
と
な
る
市
の
最

も
上
位
に
位
置
付
け
ら
れ
る
計
画
で
、

次
の
3
つ
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

基
本
構
想　

市
の
将
来
像
と
基
本
理

念
、
将
来
人
口
フ
レ
ー
ム
、
土
地
利

用
な
ど
を
定
め
た
も
の

基
本
計
画　

構
想
を
受
け
、
よ
り
具

体
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
施
策
を
定
め

た
も
の

実
施
計
画　

計
画
に
掲
げ
た
各
施
策

を
効
果
的
に
推
進
す
る
具
体
的
な
事

業
を
定
め
た
も
の

事
務
事
業
評
価
を
活
用

し
た
計
画
の
進
行
管
理

　

市
で
は
総
合
計
画
を
着
実
に
推
進

す
る
た
め
、
事
務
事
業
評
価
を
活
用

し
た
進
行
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

評
価
は
目
的
、
対
象
、
手
段
、
成
果

な
ど
を
明
確
に
し
、
評
価
指
標
（
数

値
）
な
ど
に
よ
り
自
己
評
価
を
行
い
、

改
善
・
見
直
し
を
進
め
る
も
の
で
す
。

評
価
結
果
は
計
画
の
進
行
管
理
だ
け

で
な
く
、
予
算
編
成
に
も
活
用
し
て

い
ま
す
。
職
員
自
ら
が
評
価
す
る
こ

と
に
よ
り
職
員
の
意
識
改
革
に
も
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
平
成
20
年
度
の
事
務
事

計

画

的

な

行

政

運

営

〜
総
合
計
画
の
推
進
結
果
〜

事務事業評価・推進状況

事業名・内容 計画・目標 実績 評価結果と判断理由
今後の方向性及び
改革・改善計画など

乳幼児医療費助成事業
経済的負担の軽減を図り子育ての支援を図
る観点から、医療費の一部または全部を助
成する。

1年間の受給件数
55,000件
1年間の受給者数
4,300人

1年間の受給件数
63,901件
1年間の受給者数
4,096人

良好
就学前児の通院・入院の医療費助
成を行うことで保護者の経済的な
負担が軽減された。

見直しの上で継続
平成21年度は助成対象を小学生の入院医療
費まで拡大する。

小・中学校改修事業
児童・生徒が学習しやすい安全な教育環境
を確保するため、校舎および体育館を改修
する。

改修工事数
1校（校舎）

改修工事数
1校（校舎）

良好
国庫支出金を有効に活用し、計画
どおり大規模改修工事が実施でき、
児童・生徒が学習しやすい安全な
教育環境を確保できた。

見直しの上で継続
国庫支出金を有効的に活用し、計画より前
倒しして実施していく。

感染症予防事業
教育活動、広報活動などを通じて感染症に
関する正しい知識の普及、情報の収集およ
び提供を行う。

ホームページでの
予防啓発回数
年間5回

ホームページでの
予防啓発回数
年間5回

おおむね良好
計画どおり予防啓発を実施した。

見直しの上で継続
新型インフルエンザの発生を危惧し、感染
予防と感染拡大の防止を図るため、国や県
の行動計画などに基づいて、市としても対
策を講じていく。

白井梨のブランド化推進事業
主要作物である梨のPR活動を行いブランド
強化を図るとともに、消費拡大を図る。

イベントの開催
年間2回

イベントの開催
年間3回

良好
日立柏サッカー場で行われた白井
ホームタウンデーや築地・大田市
場でＰＲ活動を実施することで、
産地としてブランド強化が図れた。

見直しの上で継続
梨だけでなく新たな農産物のブランド化を
研究し推進する。

バス運行対策費補助事業
地域住民の日常生活に必要なバス路線の維
持が輸送需要の減少により困難となってい
ることから、広域的・幹線的な路線の運行
の維持を図るために、国・県と連携し平成
14年度から補助を実施する。

補助金の交付
2,382千円

補助金の交付
2,382千円

おおむね良好
適切に補助金を交付することがで
きた。

廃止
平成20年度は予定どおり補助をしたが、補
助対象である木下線が廃止となったため今
後は廃止とする。

懇談会の開催
市（市長）と市民が直接意見交換する場
を設け、市民参加のまちづくりを推進する。
市民と身近で意見交換をする「ミニ懇談会」
を開催する。

懇談会開催回数
10回

懇談会開催回数
0回

不良
懇談会が１回も開催されていない
ことから不良とした。

見直しの上で継続
今後は市長との直接対話など積極的な取り
組みを進める。

業
に
つ
い
て
評
価
を
行
い
ま
し
た
。

　

評
価
方
法
は
担
当
課
に
よ
る
自
己

評
価
（
1
次
評
価
）
に
加
え
、
庁
内

で
組
織
す
る
評
価
委
員
会
に
よ
る

評
価
（
2
次
評
価
）
を
行
い
ま
し
た

（
2
次
評
価
で
は
1
次
評
価
結
果
を

も
と
に
「
総
合
評
価
」「
今
後
の
方

向
性
」
を
再
評
価
し
ま
し
た
）。

　

結
果
は
左
図
の
と
お
り
で
、
平
成

20
年
度
に
実
施
し
た
主
な
事
業
と
そ

の
評
価
・
推
進
状
況
は
下
表
の
と
お

り
で
す
。

評
価
結
果
の
公
表

　

各
事
務
事
業
の
評
価
シ
ー
ト
や
評

価
結
果
の
一
覧
は
、
市
役
所
情
報
公

開
コ
ー
ナ
ー
・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・

図
書
館
な
ど
で
閲
覧
で
き
ま
す

問　

企
画
政
策
課
企
画
政
策
班　

内

線
3
3
5
2
・
3

総合評価

今後の方向性

良好（202）事業
62％

おおむね良好（92事業）
 28％

やや不良（16事業）
5％

不良（8事業）
3％

無記入（6事業）
2％

継続（232事業）
74％

見直し（77事業）
24％

終了（3事業）
1％

凍結（0事業）
0％

無記入（０事業）
0％

廃止（4事業）
1％
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市
で
は
地
区
計
画
で
定
め
た
地
区

整
備
計
画
の
制
限
内
容
を
さ
ら
に
確

実
な
も
の
と
す
る
た
め
「
白
井
市
地

区
計
画
の
区
域
内
に
お
け
る
建
築
物

の
制
限
に
関
す
る
条
例
」
を
今
年
6

月
29
日
に
公
布
し
、
10
月
1
日
か
ら

施
行
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
市
内
に
は
地
区
整
備
計
画

を
定
め
た
地
区
が
12
地
区
あ
り
、
う

ち
2
地
区
を
条
例
施
行
時
に
適
用
区

域
と
し
て
位
置
付
け
て
い
ま
す
。
今

後
は
条
例
を
適
用
し
て
い
な
い
10
地

区
に
つ
い
て
も
条
例
化
を
進
め
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

地
区
計
画
を
定
め
て
地
区
整
備
計

画
に
基
づ
き
良
好
な
住
環
境
の
維
持

に
努
め
、
地
区
の
制
限
内
容
を
よ
り

確
実
な
も
の
と
す
る
た
め
、
条
例
で

制
限
す
る
地
区
整
備
計
画
地
区
と
そ

の
制
限
内
容
、
条
例
適
用
ま
で
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

地
区
計
画
地
区

　

下
枠
内
の
表
・
図
の
と
お
り
で
す
。

条
例
の
概
要

①
建
築
物
を
制
限

　

制
限
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

※
地
区
整
備
計
画
で
す
で
に
定
め
ら

れ
て
い
る
制
限
内
容
を
条
例
化
し
て

い
ま
す
。

　

条
例
化
に
伴
う
新
た
な
制
限
は
あ

り
ま
せ
ん
。

【
制
限
内
容
】

●
建
築
物
の
用
途
の
制
限

●
建
築
物
の
容
積
率
の
最
高
限
度

●
建
築
物
の
建
ぺ
い
率
の
最
高
限
度

●
建
築
物
の
敷
地
面
積
の
最
低
限
度

●
建
築
物
の
壁
ま
た
は
こ
れ
に
代
わ

　

る
柱
面
の
位
置
の
制
限

●
建
築
物
の
高
さ
の
最
高
限
度

②
制
限
の
緩
和

　

条
例
制
定
時
に
す
で
に
建
築
さ
れ

て
い
る
建
築
物
は
、
一
定
の
範
囲
内

で
制
限
が
緩
和
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

③
罰
則

　

条
例
違
反
者
は
罰
則
が
あ
り
ま
す
。

地
区
計
画
の
届
け
出

　

地
区
計
画
の
届
け
出
は
こ
れ
ま
で

ど
お
り
工
事
着
手
の
30
日
前
ま
で
に

都
市
計
画
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

建
築
確
認
申
請
を
伴
わ
な
い
建
築

行
為
も
同
様
で
す
。

建
築
確
認
申
請

　

建
築
確
認
申
請
に
は
条
例
化
さ
れ

た
事
項
が
適
合
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
図
書
の
添
付
が
必
要
で
す
。

　

条
例
の
審
査
は
確
認
申
請
を
出
し

た
千
葉
県
か
指
定
確
認
検
査
機
関
が

行
い
ま
す
。

条
例
適
用
ま
で
の 

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

平
成
22
年
3
月
の
議
会
で
条
例
適

用
区
域
の
追
加
を
予
定
し
ま
す
。
こ

こ
で
追
加
が
認
め
ら
れ
た
場
合
は
7

月
に
規
定
の
適
用
を
開
始
す
る
予
定

で
す
。

　

制
限
す
る
地
区
計
画
の
項
目
な
ど

で
不
明
な
点
や
意
見
な
ど
が
あ
る
場

合
は
、
11
月
30
日
㈪
ま
で
に
都
市
計

画
課
へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

※
各
地
区
計
画
の
概
要
、
条
例
や
各

地
区
整
備
計
画
の
条
例
に
よ
り
制
限

す
る
項
目
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
各

セ
ン
タ
ー
・
都
市
計
画
課
に
あ
り
ま

す
。

問　

都
市
計
画
課
宅
地
建
築
班　

内

線
3
2
3
2

地
区
の
良
好
な
住
環
境
の
維
持
の
た
め
に

〜
条
例
適
用
区
域
追
加
予
定
〜

番号 名称 区域など
① 桜台住宅地区地区計画 桜台二・三丁目
② 桜台業務・公益的施設地区地区計画 桜台一丁目ほか
③ 西白井地区地区計画 西白井一～四丁目
④ 白井駅北住宅地区地区計画 笹塚一丁目の一部・三丁目

⑤ 白井駅北業務施設地区（Aブロック）
地区計画 笹塚一丁目・二丁目の一部

⑥ 野口地区地区計画 野口地区
⑦ 堀込三丁目東地区地区計画 堀込三丁目の一部
⑧ けやき台二丁目地区地区計画 けやき台二丁目の一部
⑨ 七次台三丁目沿道地区地区計画 七次台三丁目の一部
⑩ 復インターチェンジ周辺地区地区計画 復地区の一部

⑪ 白井駅北業務施設地区（Bブロック）
地区計画

根地区の一部、復地区の一
部

⑫ 大山口一丁目地区地区計画 大山口一丁目の一部・二丁
目の一部

⑬ 大山口中木戸公園東地区地区計画 大山口一丁目の一部
※⑪は地区整備計画未策定地区です。
　⑫⑬は平成21年10月1日から条例適用になった地区です。

地区計画地区

至小室駅

至千葉NT中央駅

至柏市

至印西市

至千葉

至千葉NT中央駅
至鎌ヶ谷市

至新鎌ヶ谷駅

2009.10.155
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２

３

４

５

６

７
８

９
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12
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ー

もうすぐパパママクラス（平日コース）日程表（11月）
課名 日程 時間 内容
1課 4日㈬ 13：30 ～ 16：00 妊娠中の生活、妊婦体操
2課 11日㈬ 10：00 ～ 13：00 妊娠期からの食生活（調理実習）
3課 16日㈪ 13：30 ～ 16：00 お産の経過、妊娠中の歯の保健
4課 19日㈭ 13：30 ～ 14：40 マタニティコンサート＋α

5課 25日㈬ 13：30 ～ 16：00
赤ちゃんのお風呂の入れ方、先輩ママ＆
赤ちゃんとの交流（赤ちゃん同窓会）

※妊婦体験ジャケットの試着は、随時行います。

出
産
育
児
一
時
金
増
額

　

国
保
（
市
国
民
健
康
保
険
）
の
被

保
険
者
が
出
産
し
た
と
き
に
市
が
支

給
す
る
出
産
育
児
一
時
金
の
支
給
額

が
、
38
万
円
か
ら
42
万
円
（
産
科
医

療
補
償
制
度
に
加
入
し
な
い
医
療
機

関
な
ど
で
出
産
し
た
場
合
は
39
万
円
）

に
変
わ
り
ま
し
た
。

直
接
支
払
制
度
に

　

支
給
方
法
は
医
療
保
険
者
が
医
療

機
関
な
ど
に
出
産
育
児
一
時
金
を
直

接
支
払
う
制
度
で
あ
る
「
直
接
支
払

制
度
」
に
変
わ
り
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
出
産
後
に
市
に
申
請
し
た
り
、

ま
と
ま
っ
た
出
産
費
用
を
用
意
す
る

必
要
が
原
則
と
し
て
無
く
な
り
ま
し

た
。

　

出
産
予
定
の
医
療
機
関
な
ど
で
、

出
産
後
退
院
ま
で
に
直
接
支
払
制
度

の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
（
直
接

支
払
制
度
に
対
応
し
て
い
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
）。
出
産
費
用
が
42
万

円
未
満
で
あ
る
場
合
や
、
直
接
支
払

制
度
を
利
用
し
な
い
場
合
、
医
療
機

関
な
ど
が
直
接
支
払
制
度
に
対
応
し

て
い
な
い
場
合
は
、
出
産
後
に
出
産

育
児
一
時
金
を
支
給
し
ま
す
の
で
市

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

出
産
費
用
が
42
万
円
を
超
え
る
場

合
は
、
差
額
分
を
医
療
機
関
な
ど
に

出
産
育
児
一
時
金
の
支
給
額
と　

　
　

支
給
方
法
が
変
わ
り
ま
し
た

支
払
っ
て
く
だ
さ
い
。

対
象　

平
成
21
年
10
月
1
日
か
ら
平

成
23
年
3
月
31
日
ま
で
に
出
産
し
た

国
保
被
保
険
者

持
ち
物　

被
保
険
者
証
、
母
子
健
康

手
帳
、
世
帯
主
名
義
の
預
金
通
帳
、

医
療
機
関
な
ど
と
の
合
意
を
交
わ
し

た
書
面
、
医
療
機
関
な
ど
か
ら
出
さ

れ
た
明
細
書
・
領
収
書

申
・
問　

保
険
年
金
課
保
険
年
金
班

内
線
3
1
8
0
へ

も
う
す
ぐ
パ
パ
マ
マ
ク

ラ
ス
〜
平
日
コ
ー
ス
〜

 

出
産
や
育
児
に
つ
い
て
学
び
な
が

ら
、
育
児
友
達
を
つ
く
り
ま
せ
ん
か
。

日
程
・
時
間
・
内
容　

下
表
の
と
お

り場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
11
月
19
日
㈭
は
文
化
セ
ン
タ
ー
プ

ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
館
で
す
。

対
象　

お
お
む
ね
妊
娠
6
か
ら
9
カ

月
の
妊
婦
と
そ
の
家
族　

30
人
（
申

し
込
み
順
）

※
経
産
婦
も
参
加
で
き
ま
す
。

　

11
月
25
日
㈬
の
赤
ち
ゃ
ん
同
窓
会

の
対
象
は
、
平
成
21
年
5
月
に
「
も

う
す
ぐ
パ
パ
マ
マ
ク
ラ
ス
」
に
参
加

し
た
人
で
す
。
赤
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に

午
後
2
時
30
分
ま
で
に
集
ま
っ
て
く

だ
さ
い
。

保
育　

あ
り

持
ち
物　

母
子
手
帳
、
筆
記
用
具
、

（
日
程
に
よ
り
エ
プ
ロ
ン
や
体
操
の

で
き
る
服
装
が
必
要
）

参
加
費　

2
0
0
円
（
調
理
実
習
材

料
費
）

申
・
問　

10
月
30
日
㈮
ま
で
に
電
話

か
直
接
健
康
課
母
子
保
健
班
☎
（
4

9
7
）
3
4
9
5
へ

※
保
育
希
望
者
は
申
込
時
に
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

　11月15日㈰午前8時から10時
まで「秋のごみゼロ運動」を実
施します。
　例年、主に地区内の道路周辺
の清掃活動を行っていただいて
いますが、主要道路周辺でもご
みが散乱している状況が見られ
ます。各地区内道路周辺のほか
主要道路などの清掃活動にも協
力をお願いします。
　詳しい実施内容は各自治会長・
区長を通じてお知らせします。
■問　環境課きれいなまちづくり班
内線3274

リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト

　

市
は
家
庭
で
不
要
に
な
っ
た
品
物

の
有
効
利
用
を
促
進
す
る
た
め
に
リ

サ
イ
ク
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
実
施
し
ま

す
。
ご
み
を
増
や
さ
な
い
よ
う
に
リ

サ
イ
ク
ル
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

日
時　

11
月
15
日
㈰　

午
前
10
時
30

分
〜
午
後
3
時
（
雨
天
中
止
）

場
所　

市
役
所
駐
車
場

【
出
店
者
募
集
】

　

リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
出
店

者
を
募
集
し
ま
す
。
友
達
な
ど
と
近

く
で
出
店
を
希
望
す
る
場
合
は
申
込

時
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　

市
内
在
住
で
販
売
を
な
り
わ

い
と
し
て
い
な
い
人　

1
0
0
店
舗

（
応
募
者
多
数
の
場
合
や
店
舗
の
位

置
は
抽
選
）

出
店
料　

無
料

販
売
で
き
な
い
も
の　

飲
食
物
、
ペ

ッ
ト
、
品
質
の
保
証
が
で
き
な
い
物
、

法
律
で
販
売
な
ど
が
禁
止
さ
れ
て
い

る
物

申
・
問　

10
月
28
日
㈬
（
必
着
）
ま

で
に
往
復
は
が
き
に
「
リ
サ
イ
ク
ル

マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
希
望
」・
郵
便
番

号
・
住
所
・
氏
名
・
性
別
・
年
齢
・

電
話
番
号
・
出
店
品
目
を
記
入
の
上
、

郵
送
か
直
接
環
境
課
き
れ
い
な
ま
ち

づ
く
り
班　

内
線
3
2
7
4
へ

印
西
温
水
セ
ン
タ
ー 

臨
時
休
館
・
利
用
時
間
延
長

【
臨
時
休
館
】

日
時　

11
月
1
日
㈰　

午
前
10
時
〜

午
後
5
時
、
11
月
9
日
㈪
〜
19
日
㈭ 

終
日
（
11
月
1
日
㈰
は
午
後
5
時
か

ら
8
時
ま
で
利
用
で
き
ま
す
）

秋のごみゼロ運動

　子育て支援センターの保育士と、一
緒に公園で遊びませんか。手あそびや
体操、かけっこ、ゲームなど親子で楽
しいひと時を過ごしましょう。
日程・場所　10月21日㈬（雨天などの
場合は10月29日㈭）・十余一公園、11
月5日㈭（雨天などの場合は11月13日
㈮）・冨士ひろば
対象　未就学児とその保護者（自由参
加）
参加費　無料
■問　子育て支援センタースマイル☎
（491）8201、子育て支援センターふれ
んど☎（491）1131

みんなであそぼう

【
利
用
時
間
延
長
】

　

印
西
温
水
セ
ン
タ
ー
で
は
「
ス

ポ
ー
ツ
の
秋
」
に
ち
な
み
「
運
動
・

健
康
促
進
応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
利
用
料
金
は
そ

の
ま
ま
で
、
利
用
時
間
が
通
常
の
2

時
間
か
ら
3
時
間
に
延
長
し
ま
す
。

実
施
期
間　

〜
12
月
29
日
㈫

問　

印
西
温
水
セ
ン
タ
ー
☎
0
4
7

6
（
4
7
）
1
6
6
1

　皆さんと市長が対話する場とし
て市民との直接対話を開催します。
日時　26日㈪午後2時～ 4時（1組
当たり30分程度）
※市長の公務により変更する場合
があります。
場所　市役所1階ロビー
対象　市内在住・在勤・在学者　
4組（申し込み順）
※1組は1人から3人程度とし、多
人数での対話は「ミニ懇談会」を
活用ください。
■申・■問　16日㈮から電話で秘書課
広報広聴班　内線3371へ

市民との直接対話

西村秀一医師

説明会（11月）

日程
時間

場所 対象
1回 2回 3回

1日㈰ 10:30 13:30 15:30 西白井複合センター 35人
3日㈷ 13:30 15:30 18:00 保健福祉センター 80人
4日㈬ 10:30 13:30 15:30 桜台センター 25人
7日㈯ 10:30 13:30 15:30 公民センター 35人
8日㈰ 10:30 13:30 15:30 白井駅前センター 60人
11日㈬ 10:30 13:30 15:30 冨士センター 60人
12日㈭ 10:30 13:30 15:30 福祉センター 60人
13日㈮ 10:30 13:30 15:30 公民センター 35人
14日㈯ 14:30 16:30 19:00 保健福祉センター 80人
17日㈫ 10:30 13:30 15:30 西白井複合センター 35人
19日㈭ 10:30 13:30 15:30 桜台センター 25人
20日㈮ 10:30 13:30 15:30 冨士センター 60人
24日㈫ 10:30 13:30 15:30 公民センター 35人
25日㈬ 10:30 13:30 15:30 白井駅前センター 60人
26日㈭ 10:30 13:30 15:30 福祉センター 60人
27日㈮ 10:30 13:30 15:30 保健福祉センター 80人

　地上デジタル放送を楽しむための総務省による無料の説明会を
開催します。
　対象は一般（先着順）のため事前の申し込みは不要ですが、各
対象人数に達し次第受け付けを終了します。
　ご来場の際は電車・バスなどの公共交通機関をご利用ください。
日時・場所・対象　下表のとおり
■問　総務省千葉県テレビ受信者支援センター（デジサポ千葉）☎
043（308）0461

地上デジタル放送の準備説明会

新型インフルエンザ講演会
　今年4月に発生した新型インフルエンザの感染は徐々に広がりを
見せ、冬にかけてさらに流行することが予測されています。テレビ
などでいろいろな情報があふれていますが、この講演会では情報を
整理し、呼吸器系ウイルス感染症専門の医師を招いて新型インフル
エンザに適切に対応できるようなお話をします。
日時　11月7日㈯　午後1時30分～ 4時
場所　市役所６階正庁
対象　一般　150人（申し込み順）
講師　国立病院機構仙台医療センターウイルスセ
ンター長　西村秀一医師（CDC「米国疾病対策予
防センター」客員研究員、国立感染症研究所ウイル
ス部主任研究官を経て、平成12年より現職に就く）
参加費　無料
■申・■問　電話かEメールで健康課保健予防班☎（497）3495・
kenkou@city.shiroi.chiba.jpへ

新型インフルエンザ講演会

西村秀一医師

今年5月のリサイクルマーケット
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お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

　

就
労
能
力
・
就
労
意
欲
の
あ
る
離

職
者
で
、
住
宅
を
喪
失
し
て
い
る
人

や
喪
失
す
る
恐
れ
の
あ
る
人
を
対
象

に
、
10
月
1
日
か
ら
住
宅
手
当
を
6

カ
月
間
を
限
度
に
支
給
し
て
い
ま
す
。

　

就
労
の
機
会
の
確
保
に
向
け
た
支

援
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

支
給
期
間　

6
カ
月

対
象　

次
の
①
か
ら
⑦
す
べ
て
の
要

件
に
該
当
す
る
人
で
、
支
給
期
間
中

に
A
・
B
の
活
動
を
す
る
人

①
2
年
以
内
に
離
職
し
た
人

②
離
職
前
に
自
ら
の
労
働
に
よ
り
賃

金
を
得
て
、
主
と
し
て
世
帯
の
生
計

を
維
持
し
て
い
た
人

③
就
労
能
力
・
常
用
就
職
の
意
欲
が

あ
り
、
公
共
職
業
安
定
所
へ
求
職
申

し
込
み
を
行
う
人

④
住
宅
を
喪
失
し
て
い
る
か
喪
失
す

る
恐
れ
の
あ
る
人
（
喪
失
す
る
お
そ

れ
の
あ
る
人
は
⑤
・
⑥
の
要
件
に
該

当
し
、
賃
貸
住
宅
な
ど
に
入
居
し
て

い
る
人
）

⑤
原
則
と
し
て
収
入
の
な
い
人

※
一
時
的
な
収
入
が
あ
る
場
合
に
は

生
計
を
同
一
に
す
る
同
居
親
族
の
収

入
の
合
計
が
単
身
世
帯
で
8
万
4
千

円
（
月
額
）、
複
数
世
帯
で
17
万
2

千
円
（
月
額
）
以
下
で
あ
る
こ
と
。

⑥
生
計
を
同
一
に
す
る
同
居
の
親
族

の
預
貯
金
の
合
計
が
単
身
世
帯
で
50

万
円
、
複
数
世
帯
で
1
0
0
万
円
の

人⑦
国
の
住
宅
喪
失
離
職
者
な
ど
に
対

す
る
雇
用
施
策
に
よ
る
貸
し
付
け
・

給
付
（
就
職
安
定
資
金
融
資
、
訓
練
・

生
活
支
援
給
付
、
就
職
活
動
困
難
者

支
援
事
業
な
ど
）、
自
治
体
が
実
施

す
る
類
似
の
貸
し
付
け
・
給
付
な
ど

を
受
け
て
い
な
い
人

A
毎
月
1
回
以
上
公
共
職
業
安
定
所

へ
出
向
い
て
職
業
相
談
を
受
け
る
こ

とB
毎
月
2
回
以
上
市
福
祉
事
務
所
の

就
労
支
援
員
な
ど
に
よ
る
面
接
な
ど

を
受
け
る
こ
と　

支
給
額　

賃
貸
物
件
の
賃
料
（
単
身

離
職
に
よ
っ
て
住
居
を
喪
失
し
た
人
・　

 
　
　
　
　
　
　
　
　

恐
れ
の
あ
る
人
へ

〜
離
職
者
住
宅
手
当
緊
急
特
別
措
置
事
業
〜

　市では若者の就職支援
施設「ジョブカフェちば」
と連携し、白井市、印西
市、鎌ケ谷市と合同で若
年の求職者と地元周辺の
企業が出会う就活イベン
トを開催します。
　参加予定企業6社全社
から仕事内容などの具
体的な話が聞ける総当り
トークや、興味を持った
企業と採用情報や会社に関することなどを気
軽に話せるフリートークなどを予定していま
す。
日時　11月9日㈪　午後1時～ 4時
場所　鎌ケ谷市総合福祉保健センター
対象　就職を考えている15歳からおおむね34
歳の人　40人（先着順）
■申・■問　11月2日㈪までに商工振興課商工振興
班　内線3241へ、ジョブカフェちば☎（426）
8471・ http://www.ccjc-net.or.jp/̃jobcafe/

11
月
の
社
会
保
険
大
学

校
運
動
施
設
開
放
日

日
時　

11
月
1
日
㈰
・
7
日
㈯
・
8

日
㈰
・
21
日
㈯
・
22
日
㈰
・
28
日
㈯
・

29
日
㈰　

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

世
帯
は
3
7
、2
0
0
円
（
月
額
）、

複
数
世
帯
は
4
8
、4
0
0
円（
月
額
）

を
上
限

支
給
方
法　

貸
し
主
・
委
託
業
者
へ

直
接
振
り
込
み

申
・
問　

保
健
福
祉
相
談
室
保
護
班

☎
（
4
9
7
）
3
4
9
2
へ

生
活
福
祉
資
金
制
度

　

賃
貸
住
宅
の
契
約
を
行
う
際
に
は

敷
金
・
礼
金
な
ど
の
「
初
期
費
用
」

が
必
要
で
す
。
こ
の
「
初
期
費
用
」

の
対
応
が
困
難
な
人
や
生
活
費
が
必

要
な
人
は
県
社
会
福
祉
協
議
会
の

「
生
活
福
祉
資
金
（
総
合
支
援
資

金
）」を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

生
活
福
祉
資
金
は
一
定
の
要
件
を

満
た
し
自
立
が
見
込
ま
れ
る
世
帯
に

対
し
、
生
活
費
や
一
時
的
な
資
金
の

貸
し
付
け
を
行
う
制
度
で
す
。

住
宅
入
居
費　

敷
金
、
礼
金
な
ど
住

宅
の
賃
貸
契
約
を
結
ぶ
た
め
に
必
要

な
費
用　

40
万
円
以
内

生
活
支
援
費　

生
活
再
建
ま
で
の
間

に
必
要
な
生
活
費
用　

単
身
世
帯

15
万
円
以
内　

複
数
世
帯　

20
万
円

以
内

※
支
給
期
間
は
最
長
で
1
年
で
す
。

申
・
問　

市
社
会
福
祉
協
議
会
☎

（
4
9
2
）
5
7
1
3
へ

　郷土資料館の平成
22年度企画展は市域
で起こった災害の歴
史とその対策や備え
をテーマとする展示
を計画しています。
　市域での大きな災害といえば昭和58年7月
の降ひょう被害がありました。今回の展示で
は皆さんが撮影した災害の写真を一緒に展示
したいと計画しています。降ひょう被害に限
らず、市域の災害を撮影した写真を募集します。
　原本は複写後に返却します。
■問　郷土資料館☎（492）1124

　千葉県生涯大学校の平成22年度の入学
生を募集します。
対象　県内在住60歳以上で社会参加の意
欲のある人
募集期間　11月10日㈫～ 12月28日㈪
願書配布場所　生涯大学校各学園、市高齢
者福祉課、各県民センター、県高齢者福
祉課、県ホームページ http://www.pref.
chiba.lg.jp/sc/sdg/
※郵送希望者は140円分の切手を張った角
2の返信用封筒を同封し千葉県生涯大学校
事務局へ。
■申・■問　〒260―0801　千葉市中央区仁戸
名町666―2　千葉県生涯大学校事務局☎
043（266）4705へ

自然災害などの写真募集
～郷土資料館企画展～

プチ仕事探しカフェ

千葉県生涯大学校学生募集

　

子
育
て
の
手
助
け
を
し
て
欲
し
い

人
（
利
用
会
員
）、
手
助
け
が
で
き

る
人
（
提
供
会
員
）
が
会
員
と
な
っ

て
援
助
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

対
象　

利
用
会
員　

生
後
6
カ
月
以

上
10
歳
未
満
の
子
ど
も
を
持
つ
市
内

在
住
・
在
勤
者　

提
供
会
員　

市
内

在
住
で
心
身
と
も
に
健
康
で
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
精
神
の
あ
る
人

援
助
内
容　

保
育
施
設
な
ど
へ
の
子

ど
も
の
送
迎
や
預
か
り
、
保
護
者
な

ど
が
病
気
や
急
用
な
ど
の
場
合
の
預

か
り
、
買
い
物
な
ど
の
外
出
時
の
預

か
り
、
そ
の
ほ
か
支
援
が
必
要
な
場

合
の
援
助

活
動
（
利
用
）
時
間
・
金
額

①
月
〜
金
曜
日　

午
前
6
時
〜
午
後

10
時
・
1
時
間
7
0
0
円

②
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始

と
①
以
外
の
時
間
・
1
時
間
9
0
0

円【
入
会
説
明
会
】

　

入
会
を
希
望
す
る
人
は
入
会
説
明

会
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
入
会
説

明
会
は
事
前
の
申
し
込
み
が
が
必
要

で
す
。

日
時　

10
月
28
日
㈬
、
11
月
16
日
㈪
、

12
月
16
日
㈬
、
1
月
27
日
㈬
、
2
月

19
日
㈮
、
3
月
5
日
㈮　

午
前
10
時

〜
11
時
30
分

※
提
供
会
員
に
な
る
人
は
基
礎
研
修

を
受
け
て
く
だ
さ
い
（
同
日
の
午
後

1
時
〜
4
時
）。

場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

持
ち
物　

親
の
顔
写
真
2
枚
（
縦
3

㌢
㍍
×
横
2
・
5
㌢
㍍
）

申
・
問　

し
ろ
い
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ

ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
☎
（
4
9
7
）

3
4
9
6
（
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
）

へ

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

（
申
し
込
み
順
）

※
未
成
年
者
は
必
ず
成
人
の
同
伴
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

施
設
使
用
料　

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
5
6

0
円
、
体
育
館
1
、4
2
0
円
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
2
、6
0
0
円
（
使
用
時

間
は
2
時
間
単
位
）

申
・
問　

10
月
26
日
㈪
ま
で
に
申
請

書
（
生
涯
学
習
課
に
あ
り
ま
す
）
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
生
涯
学
習

課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班　

内
線
3
4
3

6
へ

※
初
め
て
申
請
す
る
場
合
は
利
用
者

の
登
録
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

し
ろ
い
フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー 

　
　
　

会
員
募
集

木
下
街
道
と
文
化
財

　

県
道
市
川
印
西
線
の
通
称
で
あ

る
木
下
街
道
は
江
戸
時
代
に
行
徳

河
岸
（
市
川
市
）
と
木
下
河か
し岸

（
印
西
市
）
を
結
ぶ
道
と
し
て
開

通
し
、
銚
子
で
水
揚
げ
さ
れ
た
魚

を
江
戸
へ
運
ん
だ
ほ
か
、
江
戸
か

ら
は
香
取
・
鹿
島
・
息い

き
す栖
を
巡
る

三さ
ん
じ
ゃ
も
う
で

社
詣
な
ど
、
江
戸
と
利
根
川

下
流
域
間
を
つ
な
ぐ
道
と
し
て
多

く
の
人
々
に
利
用
さ
れ
ま
し
た
。

全
長
約
36
㌔
㍍
の
道
の
り
で
す
。

　

こ
の
道
は
自
然
発
生
的
に
で
き

た
道
の
た
め
公
的
な
名
称
は
な
く
、

木
下
道
や
鹿
島
道
、
行
徳
道
な
ど

と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
木
下
街

道
の
名
が
定
着
し
た
の
は
明
治
時

代
以
降
の
こ
と
で
す
。

　

今
回
は
市
内
に
お
け
る
木
下
街

道
沿
い
の
史
跡
や
文
化
財
を
、
行

徳
か
ら
木
下
方
面
へ
向
う
ル
ー
ト

に
沿
っ
て
紹
介
し
ま
す
。

　

鎌
ケ
谷
市
を
抜
け
て
白
井
市

に
入
る
と
、
最
初
に
中
野
牧
の

中
だ
っ
た
冨
士
地
区
を
通
り
ま

す
。
こ
の
付
近
は
か
つ
て
「
釜か
ま
がケ

原は
ら
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
八

木
ケ
谷
交
差
点
を
過
ぎ
る
と
白
井

木
戸
地
区
で
、
競
馬
学
校
近
く
に

天
神
社
、
白
井
第
一
小
学
校
そ
ば

に
念
仏
を
広
め
る
た
め
日
本
各
地

を
回
っ
た
徳
と
く
ほ
ん本
上
人
ゆ
か
り
の
石

碑
や
塚
が
あ
り
ま
す
。

　

国
道
16
号
と
の
交
差
点
を
横
切

り
宿
場
が
置
か
れ
て
い
た
白
井
地

区
に
進
む
と
鳥
見
神
社
、
神
崎
川

に
架
か
る
白
井
橋
の
た
も
と
に
伊い

勢せ
う宇
橋
の
碑
が
あ
り
ま
す
。
そ
し

て
神
々
廻
木
戸
の
馬
頭
観
音
群
を

過
ぎ
、
印
西
牧
の
中
だ
っ
た
十
余

一
地
区
に
入
り
ま
す
。
左
手
に
香

取
神
社
の
鎮
座
す
る
塚
を
見
て
さ

ら
に
進
む
と
「
南
無
阿
弥
陀
佛
」

と
刻
ま
れ
た
石
塔
が
あ
り
ま
す
。

白
井
市
と
は
こ
こ
で
分
か
れ
を
告

げ
街
道
は
印
西
市
へ
と
続
い
て
い

き
ま
す
。
現
在
の
道
筋
は
浦
部
・

発ほ
っ
さ
く
作
を
通
っ
て
木
下
へ
向
い
ま
す

が
、
本
来
の
道
筋
は
泉
新
田
へ
抜

け
、
大
森
を
通
っ
て
木
下
へ
向
い

ま
し
た
。
た
だ
、
こ
の
ル
ー
ト
は

開
発
で
一
部
が
消
滅
し
、
現
在
た

ど
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

江
戸
時
代
の
木
下
街
道
の
様
子

は
、
渡
辺
崋
山
が
文
政
8
年
（
1

8
2
5
年
）
に
著
し
た
『
四
し
し
ゅ
う
し
ん

州
真

景け
い
ず図
』（
国
重
要
文
化
財
）
で
も

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
崋
山
は

木
下
街
道
を
通
っ
て
武
蔵
・
下
総
・

常
陸
・
上
総
の
4
か
国
を
旅
行
し
、

そ
の
際
「
釜
ケ
原
」
で
馬
が
群
れ

る
風
景
を
「
釜か
ま
は
ら原
」
と
い
う
絵
に

描
い
た
ほ
か
、
白
井
宿
の
旅は

た
ご
ふ
じ
籠
藤

屋や

へ
の
宿
泊
の
様
子
、
さ
ら
に
は

十
余
一
地
区
の
石
塔
に
つ
い
て
も

書
き
留
め
て
い
ま
す
。

問　

郷
土
資
料
館
☎
（
4
9
2
）

1
1
2
4

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

古
き
を
温
め
新
し
き
を
知
る

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

木下街道の道筋（■色太線）
※点線は現在の道筋

降ひょうによるなしの被害

2009.10.157
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複
ふ
わ
ふ
わ
マ
フ
ラ
ー

作
り　

　

牛
乳
パ
ッ
ク
を
使
っ
て
マ
フ
ラ
ー

を
編
み
ま
し
ょ
う
。

日
時　

24
日
㈯
・
31
日
㈯　

午
前
10

時
〜
11
時
30
分

対
象　

小
学
生
以
上
で
両
日
と
も
参

加
で
き
る
人　

10
人
（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物　

持
ち
帰
り
用
の
袋
・
手
芸

用
は
さ
み

参
加
費　

2
5
0
円
（
材
料
費
）

申　

22
日
㈭
ま
で
に
参
加
費
を
持
参

の
上
、
直
接
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー

へ◆
お
も
ち
ゃ
病
院

　

壊
れ
た
お
も
ち
ゃ
を
修
理
し
ま
す
。

日
程
・
場
所　

10
月
〜
12
月
第
3
日

曜
日　

午
後
1
時
〜
3
時　

場
所　

冨
士
セ
ン
タ
ー　

対
象　

一
般
（
小

学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）　

修
理

費　

無
料
（
部
品
代
は
実
費
）

問　

星
野
☎
（
4
9
8
）
3
3
9
5

◆
千
葉
県
最
低
賃
金
の
改
正

　

平
成
21
年
10
月
3
日
か
ら
千
葉
県

内
す
べ
て
の
労
働
者
（
パ
ー
ト
・
ア

ル
バ
イ
ト
な
ど
を
含
む
）、
使
用
者

に
適
用
さ
れ
る
千
葉
県
最
低
賃
金
が

1
時
間
あ
た
り
7
2
8
円
（
5
円
増

額
）
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

問　

千
葉
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金

室
☎
0
4
3
（
2
2
1
）
2
3
2
8

◆
ぽ
れ
ぽ
れ
精
神
保
健
福
祉
講
座

日
程
・
内
容　

10
月
30
日
㈮
・
症
状

の
理
解
と
接
し
方
（
統
合
失
調
症
）
、

11
月
6
日
㈮
・
症
状
の
理
解
と
接
し

方
（
発
達
障
が
い
）
、
11
月
13
日
㈮
・

家
族
支
援
、
11
月
20
日
㈮
・
経
済
的

制
度　

時
間　

午
後
7
時
〜
9
時　

場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー　

講
師

精
神
保
健
福
祉
士
ま
た
は
臨
床
心

理
士　

参
加
費　

各
1
、
0
0
0
円

（
資
料
代
な
ど
）

申
・
問　

午
後
5
時
以
降
に
N
P
O

法
人
ぽ
れ
ぽ
れ
・
ち
ば 

朝
日
☎
・

℻
（
4
9
2
）
5
8
6
5
へ

※
当
日
申
し
込
み
が
可
能
で
す
。

◆
学
童
ま
つ
り

　

子
ど
も
た
ち
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
、

ゲ
ー
ム
、
工
作
な
ど
を
行
い
、
地
域

の
皆
さ
ん
と
の
交
流
を
図
り
ま
す
。

学
童
保
育
所
の
様
子
を
知
る
た
め
に

ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

日
時　

31
日
㈯　

午
前
10
時
30
分
〜

午
後
2
時　

場
所　

西
白
井
複
合
セ

ン
タ
ー　

参
加
費　

無
料

問　

大
山
口
あ
お
ぞ
ら
学
童
保
育
所

☎
・
℻
（
4
9
1
）
2
3
6
4

◆
ち
ば
ハ
ー
ト
フ
ル
・
ヒ
ュ
ー
マ
ン

フ
ェ
ス
タ
2
0
0
9

　

元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
の
松
平
定
知
さ
ん
に
よ
る

特
別
講
演
や
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ

タ
ー
の
立
道
聡
子
さ
ん
に
よ
る
ハ
ー

ト
フ
ル
ラ
イ
ブ
が
あ
り
ま
す
。

日
時　

12
月
8
日
㈫　

午
後
1
時
〜

4
時　

場
所　

千
葉
県
文
化
会
館

対
象　

一
般　

1
、
4
0
0
人
（
応

募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

参
加
費　

無
料

申
・
問　

11
月
6
日
㈮
（
必
着
）
ま

で
に
往
復
は
が
き
に
郵
便
番
号
・
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
申
し
込
み

人
数
（
2
人
ま
で
）・
保
育
・
手
話

通
訳
・
要
約
筆
記
を
希
望
す
る
場
合

は
そ
の
旨
を
記
入
の
上
、
〒
2
6
0

―
0
8
5
5
、千
葉
県
庁
内
郵
便
局

留　

ち
ば
ハ
ー
ト
フ
ル
・
ヒ
ュ
ー
マ

ン
フ
ェ
ス
タ
事
務
局
☎
0
4
3
（
2

2
3
）
2
3
4
8
へ

◆
県
立
手
賀
の
丘
少
年
自
然
の
家

【み
ん
な
お
い
で
よ
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
】

　

季
節
の
星
空
や
星
座
の
物
語
を
プ

ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
ド
ー
ム
い
っ
ぱ
い

に
投
影
し
ま
す
。

日
時　

18
日
㈰　

①
午
前
11
時
〜
11

時
50
分　

②
午
後
1
時
〜
1
時
50
分

場
所　

県
立
手
賀
の
丘
少
年
自
然
の

家
（
柏
市
）　

対
象　

一
般　

1
0

0
人
（
申
し
込
み
順
）　

持
ち
物　

上
履
き　

参
加
費　

無
料

【木
の
実
で
ク
ラ
フ
ト
づ
く
り
】

　

森
や
林
か
ら
木
の
実
や
枝
な
ど
を

拾
い
集
め
て
作
品
を
作
ろ
う
。

日
時　

11
月
15
日
㈰　

午
前
10
時
〜

正
午　

場
所　

県
立
手
賀
の
丘
少
年

自
然
の
家
（
柏
市
）　

対
象　

一
般

30
人
（
申
し
込
み
順
）　

参
加
費　

無
料

申
・
問　

本
日
午
前
9
時
か
ら
電
話

で
県
立
手
賀
の
丘
少
年
自
然
の
家
☎

0
4
（
7
1
9
1
）
1
9
2
3
へ

◆
裁
判
官
と
一
緒
に
考
え
る
少
年
審

判
　

非
行
を
犯
し
た
少
年
に
対
し
て
家

庭
裁
判
所
が
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
る
か
を
事
例
を
交
え
、
説
明
し

ま
す
。

日
時　

28
日
㈬　

午
後
1
時
30
分
〜

場
所　

千
葉
家
庭
裁
判
所
（
千
葉
市
）

対
象　

一
般　

80
人
（
申
し
込
み
順
）

申
・
問　

電
話
で
千
葉
家
庭
裁
判
所

総
務
課
庶
務
係
☎
0
4
3
（
2
2
2
）

6
1
2
0
へ

子

ど

も

登録分野 具体例

音楽 音楽演奏、カラオケ、音楽療法など

教養・語学 学習指導、環境問題、英会話、数学など

工芸 木製品製作、七宝工芸、陶芸など

趣味・娯楽 いけ花、園芸、おもちゃ作り、自然散策茶道など

スポーツ 卓球、ラージボール、応援指導、健
康体操など

生活
手芸、着付け、発声法、救急法、コ
ンピューター、料理、リフレクソロ
ジー、そば打ち、足もみ健康法など

美術 写真、絵手紙、レタリング、書道、
油絵など

文芸 読み聞かせ

舞踊 日本舞踊

　

生
涯
学
習
人
財
バ
ン
ク
は
豊
か
な

知
識
・
経
験
・
技
能
を
持
つ
市
民
や

団
体
が
自
ら
の
情
報
を
登
録
し
、
市

が
そ
の
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
市
民
主
体
の
生
涯
学
習
活

動
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

制
度
で
す
。

　

人
財
バ
ン
ク
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
で
現
在
延
べ
60
人
の
登
録
が
あ
り

ま
す
。

　

「
こ
ん
な
分
野
で
教
え
て
く
れ
る

人
を
探
し
て
い
る
」
と
考
え
て
い
る

人
は
、
生
涯
学
習
課
お
よ
び
各
セ
ン

タ
ー
（
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
除
く
）
に

設
置
し
て
あ
る
「
白
井
生
涯
学
習
人

財
バ
ン
ク
登
録
リ
ス
ト
」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
登
録
リ
ス
ト
の
主
な
内
容

は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

　

登
録
を
考
え
て
い
る
人
は
「
白
井

生
涯
学
習
人
財
バ
ン
ク
リ
ス
ト
」
の

登
録
設
置
場
所
で
手
続
き
が
で
き
ま

す
。

問　

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
班　

内

線
3
4
3
3

活
用
し
よ
う　

生
涯
学
習
人
財
バ
ン
ク

　市では新成人を祝福するため、成人式を開催します。
　該当となる新成人には、案内状を 11 月中旬に発送しますの
で成人式当日に持参してください。
　12月1日㈫までに案内状が届かない場合や市外に転出した人
で白井市の成人式に出席したい人は、電話またはＥメールで
お問い合わせください。
日時　平成22年1月11日㈷　午前10時30分～（受け付け 午前9
時30分～）
場所　文化会館大ホール
対象　平成元年4月2日から平成2年4月1日に生まれた人
■問　生涯学習課社会教育班　内線3433・ syougai-gakusyuu
＠city.shiroi.chiba.jp

登録リストの主な内容

　千葉ロッテマリーンズで
活躍されていた元プロ野
球選手黒木知宏さんによる
野球教室を行います。技術
指導だけでなく、コミュニ
ケーションを大切にする豊
かな心を育むこともできま
す。野球の道具を持参する
必要はありません。動きや
すい服装、運動靴で参加し
てください。
日時　11月23日㈷　午前10
時～午後1時（受け付け　
午前9時30分）
場所　南山公園グラウンド
対象　市内在住小学生　
200人（申し込み順）

■申・■問　10月26日㈪（消印有効）までに往復はがきに郵便
番号・住所・氏名・学年・学校名・「少年野球教室」参加申
し込み、復面の表に郵便番号・住所・氏名を記入の上、生涯
学習課スポーツ振興班　内線3434へ

ジョニー黒木がやってくる
～ジョニープロジェクト「少年野球教室」～

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

　演劇の好きな子、興味のある子、
みんなで演劇にチャレンジしてみま
せんか。
日時　初回11月7日㈯　午後1時～ 3
時30分
※今後の練習日程は、初回に話し合っ
て決めます（月1回程度）。
対象　小学生～大学生　20人（申し
込み順）
持ち物　タオル・動きやすい服装・
筆記用具
申　11月4日㈬までに電話か直接白井
駅前センターへ

　館内を福祉作業所の利用者と職
員が仮装して、お菓子を配って回
ります。
日時　30日㈮　午前11時～、午後
1時～
※売店を利用した人にはハロウィ
ンくじを行います

駅演劇ワークショップ
　“演劇っ子集まれ”

福ハロウィン

仮装をして楽しむみんな

黒木知宏さん

　 新 成 人 の み な さ ん　
　　成人の門出を祝おう　　

平成21年成人式を迎えた白井中学校区のみなさん
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福
エ
コ
ク
ラ
フ
ト
講
座

　

荷
造
り
用
の
紙
バ
ン
ド
を
使
い
、

茶
色
系
の
バ
ッ
ク
を
作
り
ま
す
。

日
時　

11
月
4
日
・
11
日
・
18
日
・

25
日
、
12
月
2
日
の
各
水
曜
日　

午

後
1
時
〜
3
時

対
象　

市
内
在
住
お
お
む
ね
60
歳
以

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

　タイトルの上にある中などは次の場所
や申し込み・問い合わせ先を示しています。
中中央公民館・視聴覚ライブラリー
〒270-1422、復1458-1☎（491）0166
複西白井複合センター
〒270-1435、清水口1-2-1☎（492）1011
駅白井駅前センター
〒270-1424、堀込1-2-2☎（497）1151
冨冨士センター
〒270-1432、冨士239-2☎（446）1911
公公民センター
〒270-1406、中98-17☎（492）5266
桜桜台センター
〒270-1412、桜台2-14☎（491）7111
福福祉センター・青少年女性センター
〒270-1415、清戸766-1☎（492）2022
社社会福祉協議会
〒270-1492、保健福祉センター内
☎（492）5713
ボボランティアセンター
〒270-1492、保健福祉センター内
☎（492）5716
シシルバー人材センター
〒270-1415、清戸765-2☎（498）1717
※定期的に実施されている児童館事業など
は掲載されていないものもありますので、
児童館だより（各センターにあります）や
市ホームページをご覧ください。

駅寄せ植え作り
　クリスマスバージョンの小さな寄せ
植えを作りましょう。
日時　11月7日㈯　午前10時～正午
対象　一般　20人（申し込み順）
講師　田中舘清子さん
持ち物　手袋・持ち帰り用の袋
参加費　1,500円（材料費）
申　10月31日㈯までに電話か直接白井
駅前センターへ

プチガーデニング教室

公ハンギングバスケット作り
　秋に植えて春まで楽しめるビオラを使ってハンギングバスケットを作
ります。

日時　11月6日㈮　午前10時～正午

対象　一般　20人（申し込み順）

講師　グリーンアドバイザー　高橋敬子さん

持ち物　軍手、筆記用具

※スコップと花ばさみを持っている人は持参してください。

参加費　2,000円（材料費）

※前回参加した人、スリット型バスケットを持参できる人は1,000円です。
申　10月30日㈮までに参加費を持参の上、直接公民センターへ

上
で
全
日
程
参
加
で
き
る
人　

15
人

（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

参
加
費　

5
0
0
円
（
材
料
費
）

申　

10
月
24
日
㈯
ま
で
に
電
話
か
直

接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

福
カ
ラ
オ
ケ
発
表
会

　

舞
台
で
自
慢
の
の
ど
を
披
露
し
ま

せ
ん
か
。

日
時　

19
日
㈪　

午
後
12
時
30
分
〜

3
時
30
分
ま
で

対
象　

市
内
在
住
お
お
む
ね
60
歳
以

上　

30
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費　

無
料

申　

18
日
㈰
ま
で
に
電
話
か
直
接
福

祉
セ
ン
タ
ー
へ

福
施
設
見
学
会

　

阿
見
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
モ
ー
ル
と

シ
ャ
ト
ー
カ
ミ
ヤ
を
見
学
し
ま
す
。

日
時　

11
月
26
日
㈭　

午
前
9
時
〜

午
後
4
時

※
集
合
場
所
は
市
役
所
と
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
2
カ
所
で
す
。

対
象　

市
内
在
住
お
お
む
ね
60
歳
以

上　

18
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
）

参
加
費　

1
、
2
8
0
円
（
昼
食
代
）

申　

11
月
21
日
㈯
ま
で
に
電
話
か
直

接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

ボ
こ
の
子
に
寄
り
添
う

保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

　

幅
広
く
発
達
に
支
援
の
必
要
な
子

ど
も
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
先
生
か

ら
、
子
ど
も
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
方
法
を
学
び
、
笑
顔
と
元
気

を
も
ら
う
こ
つ
を
知
り
ま
し
ょ
う
。

日
時　

11
月
2
日
㈪　

午
前
10
時
〜

正
午

場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　年賀はがきの作成、
デジタルカメラの操作、
Eメールの送受信など
楽しく学びましょう。
日時　11月16日 ㈪ ～
20日㈮　午後1時～ 4
時
対象　市内在住のおおむね60歳以上でマウス
の操作ができ、全日程参加できる人　10人（応
募者多数の場合は抽選）
参加費　1,000円（テキスト代）
申　10月23日㈮までに電話か直接シルバー人
材センターへ

シ初級パソコン講習会

　点字の歴史・読み
方・点字器の使い方・
書き方・点訳を学び、
リズムにのって点字
器を楽しく使ってみ
ましょう。
日 時　11月11日 ㈬・
18日㈬・25日㈬　午
前10時～正午
場所　保健福祉センター
対象　市内在住　20人（申し込み順）
講師　点訳サークル「あやの会」木戸聰さん
参加費　500円（資料代）
申　11月4日㈬までに直接ボランティアセンターへ

対
象　

市
内
在
住　

30
人
（
申
し
込

み
順
）

講
師　

野
島
洋
子
言
語
聴
覚
士　

参
加
費　

無
料

申　

10
月
26
日
㈪
ま
で
に
直
接
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ

公
若
者
の
就
労
を
考
え
る

セ
ミ
ナ
ー
＆
個
別
相
談
会

日
程　

11
月
7
日
㈯

時
間
・
内
容　
（
第
一
部
）
午
後
2

時
〜
3
時
・
保
護
者
セ
ミ
ナ
ー
と
当

事
者
の
話
、（
第
二
部
）
午
後
3
時

〜
4
時
・
保
護
者
お
よ
び
当
事
者
個

別
相
談
会　

　
　
　
　
　

対
象　

市
内
在
住
18
歳
以
上　

20
人

（
申
し
込
み
順
）

※
当
日
参
加
が
可
能
な
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
希
望
者
は
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

申　

11
月
5
日
㈭
ま
で
に
電
話
か
直

接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

高

齢

者

ボ点字ボランティア養成講座

趣
味
・
教
養
・
学
習

◆
白
井
ミ
ニ
福
祉
機
器
展

　

新
し
い
福
祉
機
器
の
情
報
を
知
り
、

身
近
で
見
て
体
験
で
き
ま
す
。

日
時　

11
月
8
日
㈰　

午
前
10
時
〜

午
後
3
時　

場
所　

保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー　

対
象　

一
般
（
自
由
参
加
）

参
加
費　

無
料

※
送
迎
の
必
要
な
人
は
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

問　

ケ
ア
グ
ル
ー
プ
あ
い
・
あ
い
☎

（
4
9
2
）
1
2
3
6

◆
保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
ど
ん
ぐ

り
」
と
遊
ぼ
う

　

歌
や
人
形
劇
や
楽
し
い
こ
と
が
い

っ
ぱ
い
。
「
ど
ん
ぐ
り
」
と
と
も
に

楽
し
く
遊
び
ま
せ
ん
か
。
マ
マ
や
パ

パ
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
も
大
歓
迎
で
す
。

日
時　

10
月
19
日
㈪
、
11
月
16
日
㈪
、

12
月
21
日
㈪　

午
前
10
時
30
分
〜
11

時
30
分　

場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー　

対
象　

市
内
在
住
未
就
学
児
と

そ
の
家
族

問　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
☎

（
4
9
2
）
5
7
1
6

◆
労
災
職
業
病
な
ん
で
も
相
談
会

　

弁
護
士
、
社
会
保
険
労
務
士
、
ソ

ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
が
相
談
に

応
じ
ま
す
。

日
時　

31
日
㈯　

午
後
1
時
〜
4
時

場
所　

船
橋
市
勤
労
市
民
セ
ン
タ
ー

対
象　

一
般
（
予
約
不
要
）　

相
談

料　

無
料

問　

千
葉
中
央
法
律
事
務
所
☎
0
4

3
（
2
2
5
）
4
5
6
7

◆
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

　

く
ら
し
の
植
物
苑
特
別
企
画
「
伝

統
の
古
典
菊
」
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

11
月
3
日
㈷
〜
29
日
㈰　

午

前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時
30
分
（
入

苑
は
午
後
4
時
ま
で
）

※
休
苑
日
は
11
月
9
日
㈪
・
16
日
㈪
・

24
日
㈫
で
す
。

場
所　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
く
ら

し
の
植
物
苑
（
佐
倉
市
）　

入
苑
料

高
校
生
以
上
1
0
0
円
（
毎
週
土
曜

日
は
高
校
生
無
料
）
、
団
体
20
人
以

上
50
円

問　

ハ
ロ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
☎
0
3
（
5

7
7
7
）
8
6
0
0
（
午
前
8
時
〜

午
後
10
時
）

◆
青
空
ま
つ
り
・
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

（
合
同
開
催
）

　

模
擬
店
、
抽
選
会
、
太
鼓
演
奏
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

日
時　

11
月
1
日
㈰　

午
前
10
時
〜

午
後
3
時
（
小
雨
決
行
）

※
荒
天
の
場
合
は
11
月
3
日
㈷
に
延

期
し
ま
す
。

場
所　

白
井
駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー

問　

田
中
☎
（
4
9
2
）
2
3
9
8

◆
30
年
マ
ン
シ
ョ
ン
を
考
え
る
会

　

基
調
講
演
や
意
見
交
換
会
、
相
談

コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
時　

21
日
㈬　

午
後
2
時
〜
4
時

場
所　

市
川
市
文
化
会
館　

対
象　

マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
管
理
組
合
理
事
・

理
事
経
験
者
、
管
理
組
合
運
営
に
関

心
の
あ
る
人　

30
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費　

無
料

申
・
問　

宮
崎
☎
（
4
2
0
）
3
3

0
8
へ

◆
た
の
し
い
俳
句
教
室

　

俳
句
は
日
本
人
の
心
で
あ
り
、
世

界
で
一
番
短
い
詩
で
す
。

日
程　

毎
月
第
3
金
曜
日　

場
所　

冨
士
セ
ン
タ
ー　

会
費　

月
3
0
0

円問　

白
井
俳
句
会　

柳
沢
☎
（
4
4

4
）
7
0
9
3

消防署からのお知らせ
　火災などの発生件数（8月31日現在）
火　災 救　急 救　助

8
月
の
件
数

今
年
の
累
計

昨
年
と
の
比
較

8
月
の
件
数

今
年
の
累
計

昨
年
と
の
比
較

8
月
の
件
数

今
年
の
累
計

昨
年
と
の
比
較

1
件

17
件

0
件
192
件
1,278
件

▲83
件

1
件

13
件
▲6
件

※▲はマイナスを示します。

ブロンズ姫などの多肉植物を使った
寄せ植え

仲良くお話しするボ

ランティアと子ども

点字器をリズムにのって使ってみよう

パソコン講座で学ぶ高齢
者の皆さん

お出かけ用にも使えます
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地
域
と
関
わ
る
総
合
型

地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
は

従
来
の
チ
ー
ム
づ
く
り
の
た
め
の
ク

ラ
ブ
で
は
な
く
、
日
常
生
活
の
中
に

ス
ポ
ー
ツ
の
あ
る
暮
ら
し
を
作
る
た

め
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
核
に
な

る
よ
う
な
ク
ラ
ブ
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

　

ク
ラ
ブ
の
活
動
は
日
常
生
活
を
楽

し
む
た
め
の
ス
ポ
ー
ツ
か
ら
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
を
目
指
す
ス
ポ
ー
ツ
活
動
、

仲
間
や
地
域
間
の
交
流
を
図
る
も
の

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
含
ま
れ
て

い
ま
す
。
市
で
も
高
齢
化
が
進
み
、

自
治
会
で
日
常
的
に
行
わ
れ
て
い
た

地
域
交
流
の
活
力
が
失
わ
れ
つ
つ
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
る
た
め
、
ク
ラ
ブ

で
は
こ
れ
ら
の
機
能
を
備
え
、
学
校

区
の
広
が
り
の
中
で
、
地
域
の
交
流

の
核
に
な
る
活
動
を
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

社
会
環
境
が
経
済
中
心
の
社
会
か

ら
成
熟
し
た
市
民
社
会
へ
転
換
す
る

た
め
に
も
、
住
民
一
人
一
人
が
ス
ポ

ー
ツ
を
地
域
の
中
に
育
て
、
日
常
生

活
の
中
に
取
り
込
む
シ
ス
テ
ム
を
作

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
総

合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
は
こ
の

役
割
も
担
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

各
ク
ラ
ブ
で
は
会
員
の
交
流
と
地

域
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
の
場
と
し
て

「
ク
ラ
ブ
イ
ベ
ン
ト
」
を
開
い
て
い

ま
す
。
ク
ラ
ブ
の
イ
ベ
ン
ト
に
気
軽

に
参
加
し
て
、
交
流
を
深
め
ま
せ
ん

か
。

◆
O
N
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
「
ス
ポ
ー

ツ
イ
ベ
ン
ト
」

　

ス
ポ
ー
ツ
体
験
、
紙
飛
行
機
作
り

を
し
ま
す
。
豚
汁
も
あ
り
ま
す
。

日
時　

11
月
14
日
㈯　

午
前
10
時
〜

午
後
3
時
（
雨
天
決
行
）

場
所　

大
山
口
中
学
校
（
ク
ラ
ブ
ハ

ウ
ス
・
体
育
館
・
校
庭
な
ど
）

対
象　

一
般
（
自
由
参
加
）

参
加
費　

無
料

※
ほ
か
の
ク
ラ
ブ
の
ク
ラ
ブ
イ
ベ
ン

ト
は
開
催
日
程
が
決
ま
り
し
だ
い
紹

介
し
ま
す
。

問　

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班

内
線
3
4
3
4
、
桜
台
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
（
桜
台
中
学
校
区
）
会
長
☎

（
4
9
1
）
7
7
5
7
、
ス
ポ
ー

ツ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
み
な
み
（
南
山

中
学
校
区
）
会
長
☎
（
4
9
1
）

8
7
0
4
、
O
N
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
大
山
口
・
七
次
台
中
学
校
区
）
会

長
☎
（
4
9
1
）
5
2
3
6

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
リ
ン
ク
集
か
ら

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

　印西白井第１団は幼稚園年長から25歳
までのスカウトと成人リーダー約80人が
活動している団体で、来年度30周年を迎
えます。
　スカウト運動とは「青少年の自発活動
であること」「社会に役立つ技術・国際
感覚を身に付け、自分で考え、自分で行
動することを身に付けること」で、幼年
期から青年期にわたる各年齢層に適応す
るよう年齢に応じた部門があり、それぞ
れのプログラムが一貫しています。白井
市は自然が多く活動の場に恵まれており、
その中で自然に触れ合い、キャンプや奉
仕活動を通じて学区や学年を超えたスカ
ウトたちが楽しみながら学校や家庭では
得られない知識と技能を体得していきま
す。日本中、世界中のスカウトとの交流
の場もあり、スカウト活動の魅力でもあ
ります。活動は月２回です。ぜひ見学・
体験に来てください。
　佐藤☎（492）6541

雨
粒
を
溜
め
て
撓
み
し
萩
の
花

荒
海
の
姿
の
ま
ゝ
に
秋
刀
魚
鮨

空
蝉
や
踏
ん
ば
る
力
残
し
け
り

菊
月
や
祝
福
の
花
シ
ャ
ワ
ー
の
如

君
故
に
月
も
や
せ
ま
す
独
り
者

草
を
背
に
大
の
字
空
に
鰯
雲

栗
剥
き
て
亡は

は母
の
手
許
を
偲
ぶ
か
な

五
線
紙
に
の
せ
て
弾
め
や
虫
時
雨

秋
灯
下
気
張
ら
ず
生
き
て
夕
餉
か
な

す
れ
ち
が
い
名
前
浮
か
ば
ぬ
残
暑
か
な

そ
う
め
ん
の
流
れ
る
水
に
踊
る
箸

空
仰
ぎ
小
さ
な
秋
を
み
つ
け
た
り

月
や
月
い
く
つ
照
ら
す
か
立
志
伝

天
災
を
免
れ
秋
の
実
り
か
な

遠
き
日
の
子
規
を
語
り
て
秋
の
夜

曽
孫
に
も
じ
い
ち
ゃ
ん
幾
つ
と
年
き
か
れ

盆
過
ぎ
し
舎
利
殿
裏
に
猫
眠
る

虫
の
音
に
包
み
込
ま
れ
て
竹
を
吹
く

胸
張
っ
て
散
歩
し
ま
し
ょ
う
秋
の
風

面
ぬ
げ
ば
禰
宜
の
顔
な
り
神
無
月

湯
け
む
り
や
肩
に
す
べ
ら
す
初
紅
葉

朝
が
来
る
闇
に
た
て
つ
き
己
が
手
の

　
　
　

白つ

ゑ杖
に
ぎ
り
し
め
玄
関
に
立
つ

油
蝉
吾
に
あ
た
り
て
果
つ
る
さ
ま

　
　
　

特
攻
兵
の
体
当
り
に
似
て

「
イ
ケ
メ
ン
く
ん
」
呼
べ
ば
散
歩
の
友
の
犬

　
　
　

満
面
笑
み
に
尾
を
振
り
て
く
る

音
だ
け
が
遠
い
夜
空
で
鳴
っ
て
い
る

　
　
　

い
ず
こ
の
街
の
祭
の
花
火
か

強
豪
に
ひ
い
き
力
士
の
挑
む
時

　
　
　

テ
レ
ビ
桟
敷
の
わ
れ
手
に
汗
す

咲
き
初
め
し
皇
帝
ダ
リ
ア
仰
ぎ
見
て

　
　
　

枝
ひ
き
よ
せ
て
花
に
会
ひ
た
り

梨
畑
に
囲
ま
れ
住
め
ば
こ
の
秋
も

　
　
　

台
風
情
報
わ
が
こ
と
と
聞
く

満
月
の
櫂
漕
ぐ
影
や
手
賀
沼
に

　
　
　

小
森
の
殿
の
笛
の
音
渡
る

夕
時
雨
傘
に
受
け
つ
つ
ゆ
ず
る
道

　
　
　

茶ち
ゃ
ぱ
つ髪
の
乙
女
会
釈
し
通
る

レ
マ
ン
湖
の
ほ
と
り
に
浮
か
ぶ
シ
ヨ
ン
城

　
　
　

時
空
を
超
え
て
夕
陽
に
輝
く

 

（
作
品
は
五
十
音
順
に
掲
載
）

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
市
民
の
自
由
な
投
稿
に
よ
り
掲
載
し
て
い
る
も
の
で
、
選
者
は
設
け
て
い
ま
せ
ん
。

　このコーナーで紹介する皆さんの身
近な話題をお寄せください。
申・問　秘書課広報広聴班　内線3373へ
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ボーイスカウト
印西白井第1団

み ん な の ひ ろ ば

大
松　

　
　

織
本　

泰
子

清
水
口　

　

下
村　

紀
子

大
山
口　

　

寺
内
ひ
ろ
し

池
の
上　

　

大
橋　

　

茂 

根　
　
　
　

押
田
み
よ
女

大
山
口　

　

上
坂　

千
昭

桜
台　

　
　

土
山　

勝
實

冨
士　

　
　

小
澤
喜
美
子

神
々
廻　

　

田
中
八
代
い

堀
込　

　
　

渡
辺　

岩
夫 

根　
　
　
　

阿
久
津
幸
子

大
松　

　
　

川
又　

勝
彦

西
白
井　

　

山
本　

幸
恵

神
々
廻　

　

斎
藤
と
み
子

冨
士　

　
　

柳
沢　

　

純 

神
々
廻　

　

高
橋
勲
次
郎

堀
込　

　
　

大
屋　

キ
ヌ

冨
士　

　
　

福
加　

博
之

根　
　
　
　

乾　

た
か
子

大
松　

　
　

寺
尾　

春
雪

堀
込　

　
　

山
川　

純
子

堀
込　

　
　

川
崎　

　

薫

池
の
上　

　

蝦
名　

幸
子

冨
士　

　
　

望
月　

玲
子

堀
込　

　
　

名
越
た
て
み

池
の
上　

　

関
根　

千
浪

桜
台　

　
　

米
井　

詩
織

冨
士　

　
　

村
上
し
ず
子

清
水
口　

　

柴
垣　

正
徳

根　
　
　
　

印
南　

満
子

七
次
台　

　

松
井　

寛
紅

■問

白井産安全・安心の米ヌードル

地
域
で
つ
く
る

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

い
つ
で
も

誰
で
も

気
軽
に

7

カブ隊（8～ 11 歳）とビーバー隊（6～ 8歳）の活動

　白井第二小学校区地区社会福祉協議会と地
区の子ども会の皆さんが「防災マップ」を作
成しました。これは千葉県地域ぐるみ福祉振
興基金から助成を受け、市社会福祉協議会と
連携して行った、平成 19 年度の平塚地区で
の「火災・地震防災マップ」や平成 20 年度
の富塚・折立地区での「交通安全マップ」の

作成に続く防災をテーマにした取り組みで、今年は工業団地協議会の協
力も得て、中・中峠・今井・名内・小名内・工業団地地区で作成しました。
　白井第二小学校区地区社会福祉協議会長は「出来上がったマップは
『小学生のぼうさい探検隊マップコンクール』に出品しました。この 3
年間で協力してくれた人は 220 人を超えま
す。児童や保護者、地域の皆さんだけでなく、
学校・交通防災課・印西警察署・学校安全
指導員・工業団地協議会などと連携の輪が
広がりました。これからも地域の皆さんが
近所付き合いを大切にする住みよい地区に
していきたいです」と話してくれました。

地域のみんなのために防災マップを

　米
こめ

ヌードル（米粉を使った麺）といえばベトナムのフォー
や中国のビーフンなどが有名で、中国や東南アジアでは麺
全体の70㌫近くにもなっていますが、日本ではまだ馴染み
が薄いものです。米ヌードルを白井産米で作ることで米の
消費拡大、地産地消が図れないかと考えた全国地域づくり
工房代表で「まち・むら機構」ふるさと応援隊隊長をして
いる南山在住の奥崎さん。平塚在住で稲作農家の竹田さん
の協力を得て、白井産米ヌードルが完成しました。
　竹田さんは「米粉には3・4年前から興味がありました。

完成した米ヌードルを近所や友人などに配布したり、直売所に置いてもらったところ、レシピを
考えてきてくれるなど大変良い反響がありました。米粉はそばや小麦と違いアレルギーの心配が
ありません。そのうえ誰が作った米なのかわかるので、安全・安心なのが一番の魅力です。こし
があり、もちもちした食感をぜひ味わってみてください」と話していました。

昨年のONスポーツクラブスポーツイベント

マップを作る子どもたち

出来上がった防災マップ

完成した白井産米ヌードルと竹田さん親子


